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と
題
す
る
論
考
を
発
表
し
た
。
そ
の
発
展
的
内
容
は
、
昨
夏
の
『
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
特
集
「
刑
の
執
行
猶
予
の
多
角
的
検
討
」
中
の
拙

稿
に
提
示
さ
れ
て
い
る(１

)。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
現
行
の
単
純
執
行
猶
予
に
相
応
す
る
明
治
期
の
執
行
猶
予
制
度
導
入
期
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
戦
後
に
導
入
さ
れ
た
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
保
護
観
察
一
般
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

い
な
い
。

平
成
二
十
八
年
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
は
、
裁
判
所
が
三
年
以
下
の
懲
役
・
禁
錮
の
言
渡
し
に
際
し
、
そ
の

刑
の
一
部
の
執
行
を
一
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
猶
予
す
る
も
の
で
あ
る
。
適
用
さ
れ
る
犯
罪
類
型
は
薬
物
犯
罪
が
主
軸
と
な
る
方
針

で
、
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
の
適
用
対
象
で
あ
る
累
犯
者
は
、
必
要
的
に
保
護

観
察
に
付
さ
れ
る(２

)。
一
部
猶
予
は
現
行
の
刑
の
全
部
の
執
行
を
猶
予
す
る
制
度
と
異
な
り
、
刑
務
所
へ
の
入
所
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
仮
釈
放
、
す
な
わ
ち
懲
役
ま
た
は
禁
錮
の
受
刑
者
に
対
し
て
、
一
定
の
刑
期
の
経
過
と
客
観
的
な
改
善
の
状
況
を
必
要
条
件
と

し
て
、
保
護
観
察
を
付
し
て
収
容
期
間
満
了
前
に
仮
に
釈
放
す
る
制
度(３

)は
、
一
部
猶
予
の
運
用
に
対
し
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る(４

)。

仮
釈
放
は
、
平
成
十
七
年
に
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
現
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す

る
法
律
）
が
制
定
さ
れ
、「
監
獄
」
が
「
刑
事
施
設
」
に
改
称
さ
れ
る
ま
で
、（
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
）
仮
出
獄
と
呼
称
さ
れ
た
。
仮

出
獄
が
そ
の
名
称
を
も
っ
て
法
律
に
基
づ
く
制
度
と
し
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
施
行
さ
れ
た
旧
刑

法
に
お
い
て
で
あ
る
。
同
法
に
お
い
て
、
仮
出
獄
者
は
警
察
に
よ
る
特
別
の
監
視
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

旧
刑
法
に
は
、
仮
出
獄
期
間
中
の
特
別
監
視
の
ほ
か
に
、
附
加
刑
と
し
て
の
監
視
が
あ
っ
た
。
警
察
監
視
は
、
種
々
の
弊
害
が
認
識
さ

れ
、
同
四
十
年
の
現
行
刑
法
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
翌
年
制
定
さ
れ
た
監
獄
法
六
七
条
一
項
二
号
に
は
、
仮
出
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獄
者
は
「
警
察
官
署
ノ
監
督
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
」(５

)と
の
規
定
が
置
か
れ
、
昭
和
二
十
四
年
に
犯
罪
者
予
防
更
生
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
仮

出
獄
者
に
対
す
る
警
察
官
に
よ
る
行
状
監
督
制
度
は
存
続
し
た(６

)。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
旧
刑
法
下
に
お
け
る
警
察
監
視
の
意
義
を
、
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
結
果
の
み
で
判
断
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
出
獄
後
の
犯
罪
者
を
警
察
が
監
視
す
る
こ
と
は
、
保
安
処
分
と
し
て
の
位
置
付
け
が
可
能
で(７

)、
常
に
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
。
し
か
し
、
過
去
の
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
客
観
的
か
つ
具
体
的
に
内
容
を
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
で
初
め

て
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
警
察
監
視
は
、
単
に
犯
罪
者
を
社
会
内
で
管
理
し
て
取
り
締
ま
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
の
か
、
そ
れ
と
も
改
善
更
生
を
目
指
し
た
支
援
が
（
結
果
と
し
て
機
能
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
）
併
せ
て
意
図
さ
れ
た
の
か
。
次
の
引

用
は
、
旧
刑
法
の
改
正
案
に
つ
い
て
審
議
を
お
こ
な
っ
た
法
典
調
査
会
に
お
け
る
、
明
治
三
十
二
年
の
刑
法
聯
合
会
議
事
速
記
録
に
残
さ

れ
た
都
筑
馨
六
の
発
言
で
あ
る
。

私
モ
（
警
察
監
視
の

―
筆
者
註
）
廃
止
ノ
方
ヲ
望
ム
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
部
会
デ
監
視
ヲ
置
ク
コ
ト
ニ
賛
成
ヲ
シ
テ
置
キ
ナ
ガ
ラ
反
対
ス
ル
ノ
デ
裏
切
ヲ

ス
ル
コ
ト
ニ
思
ハ
レ
テ
ハ
困
リ
マ
ス
カ
ラ
一
応
述
ベ
テ
置
キ
マ
ス

―
中
略

―
私
ノ
監
視
ヲ
賛
成
シ
タ
ノ
ハ
犯
罪
者
ノ
改
良
ノ
途
ト
シ
テ
決
シ
テ
悪
ル

イ
手
段
デ
ナ
イ
ト
信
ジ
テ
之
ヲ
賛
成
シ
タ
ノ
デ
、
マ
ダ
今
デ
モ
此
監
視
ノ
方
法
如
何
ニ
依
テ
ハ
随
分
益
ノ
ア
ル
モ
ノ
ト
思
ヒ
マ
ス

―
中
略

―
（
し
か

し
改
正
案
の
規
定
は

―
筆
者
註
）
取
締
ノ
便
利
ヲ
警
察
官
ニ
与
ヘ
ル
ト
云
フ
ニ
過
ギ
マ
セ
ヌ

―
中
略

―
此
通
リ
ノ
規
定
デ
ア
レ
バ
寧
ロ
廃
シ
タ
方

ガ
宜
シ
イ
ト
云
フ
考
デ
ア
リ
マ
ス(８

)

都
筑
の
発
言
は
一
例
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
正
誤
を
実
証
す
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
監
視
ノ
方
法
如
何
」
に
よ
っ
て
、

効
果
が
期
待
で
き
る
か
あ
る
い
は
む
し
ろ
有
害
で
あ
る
の
か
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
は
、
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
。
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以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
明
治
期
に
導
入
さ
れ
た
仮
出
獄
と
特
別
監
視
の
実
態
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二

旧
刑
法
以
前

仮
出
獄
を
、
宣
告
刑
の
満
期
前
に
釈
放
す
る
制
度
と
し
て
認
識
す
る
と
き
、
そ
の
起
こ
り
は
古
代
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
力
者

が
恩
恵
的
に
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
罰
を
赦
す
制
度
は
各
地
に
み
ら
れ
る
。
恩
赦
と
仮
出
獄
／
仮
釈
放
は
、
宣
告
さ
れ
た
自
由
刑
の
全
部
が

執
行
さ
れ
な
い
点
に
お
い
て
、
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
「
仮
」
の
も
の
、
す
な
わ
ち
「
条
件
付
き
」
の
釈
放
で
あ
っ
て
、
仮
釈
放

期
間
中
に
再
犯
等
の
条
件
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
釈
放
は
取
消
さ
れ
得
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
確
定
的
な
放
免
で
あ
る
特
赦
と
は

異
な
る
性
質
を
有
す
る
。

仮
釈
放
は
、
そ
の
思
想
の
萌
芽
を
プ
ラ
ト
ン
の
『
法
律
』
に
み
る
こ
と
も
あ
る
が(９

)、
近
代
に
お
い
て
最
初
に
実
施
さ
れ
た
の
は
、
十
八

世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
の
流
刑
植
民
地
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
で
あ
り
、
実
際
上
の
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ

れ
て
い
る(儗

)。
警
察
に
よ
る
監
督
を
伴
う
仮
釈
放
の
嚆
矢
は
、
一
八
五
四
年
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ロ
フ
ト
ン
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
制
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ザ
ク
セ
ン
で
は
、
一
八
六
二
年
に
警
察
監
視
を
伴
う
仮
出
獄
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。

日
本
は
、
明
治
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
法
よ
り
知
見
を
得
て
、
満
期
前
に
釈
放
す
る
制
度
を
採
用
し
た(儘

)。
す
な
わ
ち
、
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
十
一
月
に
頒
布
さ
れ
た
「
監
獄
則
並
図
式
」
懲
役
八
条
「
賞
罰
」
に
は
次
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

準
流
ノ
囚
、
能
ク
獄
則
ヲ
守
リ
、
工
役
ヲ
勉
ム
ル
コ
ト
他
囚
ニ
勝
ル
者
ハ
、
第
一
等
期
限
ノ
半
ヲ
過
キ
放
免
ス
ル
特
典
ア
リ
特
典
ニ
処
ス
可
キ
者
ハ
、
獄
司
具

状
シ
裁
判
官
ニ
告
ケ
、
其
許
可
ヲ

経
テ
之
ヲ

施
行
ス
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但
徒
罪
以
下
年
限
短
キ
モ
ノ
ニ
ハ
此
典
ヲ
施
サ
ス

終
身
懲
役
ノ
者
ハ
、
一
等
ニ
進
ム
ノ
後
三
年
ヲ
経
ル
ニ
非
レ
ハ
特
典
ヲ
施
ス
コ
ト
ヲ
聴
サ
ス(儙

)

明
治
五
年
監
獄
則
は
、
囚
獄
権
正
小
原
重
哉
が
英
領
香
港
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
行
刑
・
裁
判
制
度
調
査
に
基
づ
い
て
起
草
し

た
も
の
で
あ
る
。
小
原
は
も
と
岡
山
藩
士
で
、
幕
末
に
投
獄
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
獄
制
改
革
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
。「
日
本
に
お
け
る

獄
制
の
実
情
・
遺
産
を
よ
く
体
得
し
た
う
え
で
、
英
国
東
ア
ジ
ア
植
民
地
の
監
獄
を
親
し
く
『
目
撃
』
し
、
か
つ
『
英
人
の
口
授
す
る
所

を
筆
記
』
し
た
も
の
を
主
た
る
資
料
と
し
て
こ
の
令
規
を
作
成
し
た
」
と
い
わ
れ
る(儚

)。
た
だ
し
同
監
獄
則
は
、
主
と
し
て
予
算
上
の
都
合

に
よ
り
、
五
ヶ
月
で
そ
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。

同
監
獄
則
で
は
、
懲
役
の
役
法
を
第
五
等
か
ら
第
一
等
ま
で
累
進
処
遇
的
に
規
定
し
て
い
る
。
当
時
の
刑
法
典
は
、
明
治
三
年
十
二
月

に
頒
布
さ
れ
た
新
律
綱
領
で
あ
る
。
新
律
綱
領
で
は
、
東
洋
律
に
従
い
、
笞
杖
徒
流
死
の
五
刑
が
定
め
ら
れ
た
。
流
刑
は
三
等
（
役
一
年
・

一
年
半
・
二
年
）
に
区
分
さ
れ
、
北
海
道
に
派
遣
す
る
と
の
規
定
が
あ
る
が
、
前
月
の
準
流
法
お
よ
び
そ
の
関
係
法
令
に
よ
っ
て
、
五
年
・

七
年
・
十
年
の
期
間
、
徒
場
に
収
容
す
る
こ
と
と
さ
れ
た(儛

)。
明
治
六
年
に
改
定
律
例
が
施
行
さ
れ
る
と
、
準
流
は
懲
役
に
改
め
ら
れ
、
十

年
の
懲
役
刑
と
死
刑
の
間
に
終
身
の
懲
役
刑
が
置
か
れ
た(儜

)。

同
監
獄
則
に
規
定
さ
れ
た
処
遇
の
進
級
は
受
刑
者
の
行
刑
成
績
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
期
間
が
法
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

第
一
等
に
進
級
す
る
た
め
に
は
、「
常
人
」
の
準
流
五
年
に
つ
い
て
は
四
年
半
、
同
七
年
・
十
年
・
終
身
刑
は
そ
れ
ぞ
れ
六
年
・
八
年
半
・

十
年
の
期
間
の
経
過
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
「
能
ク
獄
則
ヲ
守
リ
、
工
役
ヲ
勉
ム
ル
コ
ト
他
囚
ニ
勝
ル
」
者
が
獄
司
の
具
状
に
よ
り
裁
判

官
の
許
可
を
得
て
放
免
の
対
象
と
な
っ
た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
宣
告
刑
期
の
長
い
受
刑
者
で
あ
り
、
放
免
は
「
特
典
」
で
あ
っ
て
出
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獄
後
の
行
状
監
督
を
伴
わ
ず
、
取
消
し
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

明
治
五
年
監
獄
則
の
停
止
以
降
、
同
十
五
年
に
旧
刑
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
満
期
前
釈
放
制
度
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
児
玉
圭
司
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る(儝

)。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
東
京
府
は
明
治
七
年
、

獄
則
を
遵
守
し
使
役
勉
励
し
衆
囚
に
超
過
し
て
悔
悟
改
心
の
実
効
が
瞭
然
で
あ
る
者
や
病
囚
を
懇
切
に
看
護
し
て
抜
群
の
功
労
が
あ
り
悛

改
の
効
験
が
明
亮
な
者
に
つ
い
て
は
、「
本
罪
減
等
」
し
た
い
と
申
出
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
司
法
省
は
、
次
の
通
り
指
令
し

て
い
る
。

懲
役
五
年
以
上
の
囚
人
で
、
よ
く
獄
則
を
守
り
工
役
を
勉
め
る
こ
と
が
他
の
囚
人
に
勝
る
者
に
つ
い
て
は
、
特
典
を
施
す
こ
と
が
明
治
五
年
監
獄
則
に
明

文
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
抜
群
の
功
労
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
状
情
詳
細
」
を
具
申
し
た
う
え
で
、
臨
機
に
特
別
の
詮
議
が
あ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
れ
を
一
定
の
規
則
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い(儞

)

そ
し
て
翌
八
年
十
月
に
は
、
司
法
省
は
暫
定
的
に
、「
律
例
及
ヒ
獄
則
ニ
懲
役
人
赦
宥
ノ
明
文
有
之
候
分
」
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
裁
可

を
経
る
こ
と
な
く
減
等
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

三

旧
刑
法
の
編
纂

一
方
、
司
法
省
は
明
治
八
年
、
西
欧
に
倣
っ
た
新
た
な
刑
法
典
の
編
纂
を
開
始
す
る
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
の
が
旧
刑
法
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
仮
出
獄
が
、
心
理
強
制
が
働
く
と
い
う
点
に
お
い
て
従
前
の
取
消
し
を
伴
わ
な
い
刑
期
短
縮
制
度
と
異
な
る
性
質
を
有
す
る
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と
い
う
こ
と(償

)は
、
現
代
で
は
（
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
）
当
然
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
そ
こ
ま
で
考
慮
が
及
ん
で
い
た
の
か
は

疑
わ
し
い
。
東
洋
の
オ
ル
ト
ラ
ン
と
言
わ
れ
た
宮
城
浩
蔵
は
、
旧
刑
法
の
注
釈
書
で
あ
る
明
治
二
十
六
年
の
『
刑
法
正
義
』
に
お
い
て
、

仮
出
獄
の
名
称
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

仮
出
獄
ノ
文
辞
ハ
穏
当
ナ
ラ
ス
、
其
意
義
タ
ル
仮
ニ
出
獄
セ
シ
ム
ル
ト
云
フ
ニ
非
ス
、
草
案
ニ
ハ
「
リ
ベ
ラ
シ
ヨ
ン
、
プ
レ
パ
ラ
ト
ワ
ー
ル
」（
libéra-

tion
préparatoire―
筆
者
註
）
ト
有
リ
テ
予
備
出
獄

○

○

○

○

ト
云
フ
意
義
ナ
リ
、
稍
々
可
ナ
リ
ト
雖
モ
未
タ
以
テ
此
制
度
ヲ
表
出
ス
ル
ニ
足
ル
完
全
ナ
ル
文
辞

ト
思
ハ
レ
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
無
期
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
性
質
上
出
獄
ス
ヘ
キ
者
ニ
非
サ
レ
ハ
ナ
リ
、
或
ハ
曰
ク
条
件
付
キ
ノ
出
獄

○

○

○

○

○

○

○

ト
為
セ
ハ
至
当
ナ

ラ
ン
、
何
ト
ナ
レ
ハ
刑
期
間
獄
則
ヲ
謹
守
シ
改
悛

マ

マ

ノ
状
ア
ル
者
ト
云
フ
条
件
ア
リ
テ
後
チ
ニ
出
獄
ヲ
許
サ
ル
レ
ハ
ナ
リ
、
蓋
シ
字
句
妥
当
ヲ
缺
ク
モ
其
主

意
ニ
至
リ
テ
ハ
大
ニ
観
ル
可
キ
者
ナ
リ
ト
信
ス(儠

)

宮
城
は
こ
こ
で
、「
条
件
付
釈
放
」
を
、
仮
出
獄
期
間
中
に
遵
守
す
べ
き
条
件
が
付
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
期
間
の
経
過
お
よ

び
獄
則
謹
守
・
悛
改
の
状
と
い
う
形
式
・
実
質
の
「
条
件
」
す
な
わ
ち
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
獄
が
許
さ
れ
る
と
い
う
理
解

を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
、
以
前
の
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
出
典
は
不
明
で
、
あ
る
い
は
時
代
の
影
響
を
受
け
加

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が(儡

)、
同
年
宮
城
は
急
逝
し
、
訂
正
す
る
機
会
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

旧
刑
法
の
編
纂
に
つ
い
て
話
を
も
と
に
戻
そ
う
。
明
治
八
年
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
旧
刑
法
は
、
司
法
省
、
刑
法
草
案
審
査
局
、
元
老

院
の
三
つ
の
異
な
る
立
案
・
修
正
・
審
議
機
関
を
経
て
完
成
し
た(儢

)。
こ
の
う
ち
司
法
省
で
お
こ
な
わ
れ
た
草
案
の
起
草
は
、
旧
刑
法
編
纂

の
中
核
的
な
も
の
で
あ
る
。
司
法
省
で
は
、
当
初
、
日
本
人
委
員
の
み
に
よ
る
編
纂
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
途
中
で
挫
折
し
、
お
雇
外

国
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
原
案
起
草
を
依
頼
す
る
方
法
の
転
換
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
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編
纂
に
先
立
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
刑
法
講
義
に
は
、
仮
出
獄
の
内
容
は
確
認
で
き
な
か
っ
た(儣

)。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

仮
出
獄
が
法
律
に
基
づ
く
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
る
の
は
一
八
八
五
年
す
な
わ
ち
明
治
十
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
母
国
に
お
い
て
実
務
が

先
行
す
る
な
か
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
こ
の
制
度
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
納
得
で
き
る
。
こ
の
た
め
か
、
初
期
の
日
本
人
委

員
に
よ
る
草
案
に
は
、
仮
出
獄
に
相
応
す
る
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
は
早
い
段
階
で
仮
出
獄
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
仮
出
獄
と
い
う
独
立
の
項
目
が
設
け

ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、「
刑
期
計
算
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
左
は
明
治
九
年
十
二
月
に
上
申
さ
れ
た
「
日
本

刑
法
草
按
第
一
稿
」
の
該
当
規
定
で
あ
る
。

第
一
編

総
則

第
二
章

刑
例

第
四
節

刑
期
計
算

六
七
条

拘
留
ヲ
除
ク
ノ
外
実
決
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
犯
人
能
ク
獄
則
ヲ
守
リ
悛
改
ノ
状
ア
ル
者
ハ
其
刑
期
四
分
ノ
三
ヲ
経
過
ス
ル
ノ
後
第
二
三
条
ノ

規
則
ニ
照
シ
仮
ニ
出
獄
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ハ
本
刑
期
限
内
特
別
ニ
定
メ
タ
ル
監
視
ニ
付
ス

若
シ
期
限
内
更
ニ
実
決
ニ
該
ル
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
時
ハ
直
ニ
出
獄
ノ
効
ヲ
失
ヒ
之
ヲ
本
刑
ニ
服
シ
並
ニ
後
犯
ノ
罪
ヲ
科
シ
再
ヒ
出
獄
ヲ
許
ス
コ
ト

ヲ
得
ス(儤

)

第
一
項
に
見
え
る
二
三
条
の
規
則
と
い
う
の
は
、「
獄
司
監
察
官
具
状
シ
内
務
司
法
両
卿
ノ
決
議
ヲ
取
リ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る(儥

)。
二
三

条
に
は
、
行
状
が
よ
い
鎖
室
で
独
役
の
「
重
徒
」
の
受
刑
者
は
、
五
年
経
過
の
後
、
獄
司
監
察
官
の
具
状
に
よ
っ
て
内
務
司
法
両
卿
の
決

議
に
よ
り
「
軽
徒
」
雑
居
の
役
に
よ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
旨
の
定
め
が
あ
っ
た
。
重
徒
・
軽
徒
は
第
二
稿
以
降
に
無
期
・
有
期
の
徒
刑
に
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改
め
ら
れ
、
双
方
と
も
「
至
重
ノ
定
役
ニ
服
ス
」
と
さ
れ
た
。
以
下
、
司
法
省
に
お
い
て
最
終
的
な
確
定
稿
「
日
本
刑
法
草
案
」
が
明
治

十
年
十
一
月
に
完
成
す
る
ま
で
の
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
日
本
人
委
員
鶴
田
皓
の
議
論
の
様
子
を
、『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』(儦

)で
た
ど
っ

て
み
よ
う
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
冒
頭
で
、
仮
出
獄
の
制
度
趣
旨
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
刑
期
中
に
受
刑
者
の
行
状
に
よ
っ
て
仮
出
獄
を
許
す

の
は
「
罪
人
ヲ
励
マ
シ
悔
悟
ヲ
導
ク
第
一
ノ
良
法
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
行
政
上
の
処
分
と
す
る
べ
き
か
、
刑
法
に
規
定
す

る
べ
き
か
、「
免
ス
ト
免
サ
サ
ル
ヲ
便
利
法
ト
為
ス
」
す
な
わ
ち
適
否
を
便
宜
的
に
判
断
す
る
べ
き
か
、「
犯
人
ノ
権
利
上
ノ
コ
ト
」
す
な

わ
ち
必
要
的
に
お
こ
な
う
べ
き
か
を
議
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
鶴
田
は
、「
権
利
上
ノ
コ
ト
ト
為
ス
ハ

甚
タ
難
シ
且
権
利
ヲ
以
テ
出
獄
セ
シ
ム
時
ハ
刑
ナ
キ
ニ
近
シ
」
と
し
て
、
仮
出
獄
の
決
定
は
裁
量
で
お
こ
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
は
こ
れ
に
賛
成
し
て
い
る
。

次
い
で
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
の
刑
の
執
行
終
了
を
要
件
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
鶴
田
は
「
少
ク
ト
モ
刑
期
ノ
半
ヲ
過

キ
タ
ル
後
ト
為
サ
ン
」
と
主
張
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
対
立
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
三
分
の
二
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
短
期
（
宣
告
刑

の
短
い
も
の
、
軽
罪
の
こ
と
か
）
は
三
分
の
二
、
長
期
は
半
分
と
の
提
案
を
出
し
た
。
す
る
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
さ
ら
に
厳
し
い
「
長
期

短
期
ヲ
分
タ
ス
四
分
ノ
三
ト
為
ス
ヘ
シ
」
と
主
張
し
た
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
主
張
す
る
四
分
の
三
に
決
定
す
る
の

だ
が
、
形
式
的
要
件
を
め
ぐ
っ
て
は
日
本
側
の
妥
協
が
み
え
る
。
鶴
田
は
、
四
分
の
三
に
は
素
直
に
同
意
せ
ず
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

否
ナ
前
説
ノ
如
ク
刑
期
ノ
三
分
ノ
二
ト
為
ス
ハ
如
何
、
尤
之
ヲ
三
分
ノ
二
ト
為
ス
時
ハ
独
乙
ノ
刑
法
第
二
十
三
条
ヨ
リ
其
期
限
短
カ
シ
、
然
シ
同
条
ニ
ハ

少
ナ
ク
ト
モ
已
ニ
一
年
ニ
及
ヒ
云
々
ト
記
セ
リ
、
仍
テ
刑
期
ノ
極
長
キ
モ
ノ
ハ
其
極
短
キ
モ
ノ
ヨ
リ
其
割
合
短
キ
訳
ケ
ニ
当
ル
、
故
ニ
之
ヲ
折
衷
シ
日
本
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ニ
テ
ハ
刑
期
ノ
三
分
二
ト
為
シ
テ
相
当
ナ
ラ
ン
ト
ス(儧

)

三
分
の
二
は
一
八
七
一
年
ド
イ
ツ
帝
国
刑
法
典
の
四
分
の
三
よ
り
も
短
い
要
件
だ
が
、
同
法
に
は
「
少
な
く
と
も
す
で
に
一
年
に
お
よ
び

云
々
」
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宣
告
刑
が
長
い
も
の
の
方
が
短
い
も
の
よ
り
も
少
な
い
比
率
で
出
獄
で
き
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
そ
こ
で
日
本
で
は
刑
期
の
三
分
の
二
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
。
こ
れ
に
対
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
ド
イ
ツ
の
刑
法
の
「
少

ク
ト
モ
一
ヶ
年
云
々
」
と
い
う
の
は
適
当
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
一
年
以
下
に
つ
い
て
は
ど
れ
ほ
ど
と
す
る
の
か
分
明
で

な
い
か
ら
で
あ
り
、「
権
衡
ヲ
得
サ
ル
」（
衡
平
で
は
な
い
）
か
ら
で
あ
る
、
と
。
当
時
、
日
本
で
訳
出
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
刑
法
二
三
条

は
次
の
通
り
。

二
三
条
長
キ
徒
刑
或
ハ
禁
獄
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
犯
人
其
期
限
ノ
四
分
ノ
三
或
ハ
少
ク
モ
已
ニ
一
年
ニ
及
ヒ
且
其
期
限
中
居
動
宜
ケ
レ
ハ
犯
人
ノ
承
諾
ニ
因

リ
仮
ニ
出
獄
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得
可
シ(儨

)

鶴
田
は
徐
々
に
妥
協
を
は
じ
め
、
短
い
刑
期
の
者
の
み
の
た
め
で
あ
れ
ば
四
分
の
三
で
か
ま
わ
な
い
、
し
か
し
刑
期
の
長
い
者
に
つ
い
て

は
割
合
を
減
ら
し
た
方
が
「
人
情
ニ
適
ス
」
と
主
張
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
イ
タ
リ
ア
の
刑
法(儩

)を
例
に
出
し
て
さ
ら
に
討
論
を
進
め

る
。
そ
も
そ
も
、
長
期
短
期
で
区
別
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
イ
タ
リ
ア
は
三
分
の
二
と
し
て
い
る
が
、
期
間
経
過
の
後
に
さ
ら
に
他
の

「
懲
治
場
」（
監
獄
と
は
異
な
る
懲
戒
施
設
の
こ
と
か
）
に
置
く
も
の
と
し
て
い
る
。
日
本
の
場
合
は
直
接
「
帰
家
」
す
る
の
で
四
分
の
三

が
適
当
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
刑
法
が
設
け
て
い
る
二
年
以
上
の
実
刑
に
認
め
る
と
す
る
制
度
は
日
本
で
は
適
当
で
は
な
い
、
と
い
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う
。
す
る
と
鶴
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

然
シ
、
日
本
刑
法
ニ
テ
ハ
得
ヘ
キ
ノ
便
利
法
ニ
付
、
其
期
限
ヲ
経
過
ス
レ
ハ
必
ス
之
ヲ
免
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
ニ
ア
ラ
ス
、
故
ニ
本
刑
ノ
刑
期
ノ
短
カ
キ
者
ヨ

リ
其
刑
期
ノ
長
キ
者
ノ
為
メ
ニ
其
寛
典
ヲ
与
ヘ
、
三
分
二
ト
為
サ
ン
ト
ス
、
元
来
其
刑
期
中
ノ
行
状
ノ
善
悪
ヲ
監
定
シ
タ
ル
上
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
三
分
二

ト
為
ス
ト
モ
不
相
当
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
、
且
長
キ
刑
期
ノ
者
ハ
短
キ
刑
期
ノ
者
ヨ
リ
其
割
合
ヲ
多
ク
減
ス
ル
ハ
、
各
国
ト
モ
皆
然
リ
、
之
ハ
自
ラ
人
情

ニ
適
ヒ
タ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ

こ
れ
に
対
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
短
い
刑
期
は
罪
が
軽
く
、
長
い
刑
期
は
罪
が
重
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
も
と
も
と
長
短
に
か
か
わ
ら

ず
一
様
に
四
分
の
三
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
力
説
し
た
。
こ
の
部
分
、
通
訳
の
名
村
泰
蔵
の
発
言
に
つ
い
て
、「
名
村
曰
教
師
ハ
四
分
ノ

三
ト
為
ス
ノ
説
ヲ
主
張
シ
テ
執
拗
ナ
リ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
と
も
か
く
四
分
の
三
と
す
る
仮
出
獄
の
た
め
の
刑
期
上
の
条

件
が
定
め
ら
れ
た
。

次
い
で
、
特
別
監
視
に
関
す
る
手
続
は
、
異
論
な
く
別
規
則
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
鶴
田
は
特
別
の
警
察
監
視
に
つ
い

て
、
附
加
刑
で
あ
る
「
通
常
ノ
監
視
ノ
方
法
ヨ
リ
厳
ニ
為
ス
積
リ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仮
出
獄
時
に
「
服
役
ヨ
リ
生
シ
タ

ル
積
ミ
金
」
を
与
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
盗
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
幾
分
か
を
給
与
す
る
よ
う
規
則
で
定
め
る

こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
鶴
田
は
同
意
し
て
い
る
。
加
え
て
、
仮
出
獄
の
決
定
は
「
獄
司
限
」
で
は
な
く
、
内
務
卿
と
司
法
卿
と

の
決
議
を
要
件
と
す
べ
き
だ
、
と
さ
れ
た
。

第
一
稿
に
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
無
期
刑
か
ら
の
仮
出
獄
に
つ
い
て
、「
獄
則
ヲ
守
リ
行
状
ヲ
改
メ
シ
ム
ル
便
益
ト
ナ
ル
」
と
の

理
由
で
、
規
定
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
有
期
刑
の
上
限
二
十
年
と
の
権
衡
か
ら
二
十
年
の
経
過
を
条
件
と
す
る
よ
う
主
張
さ
れ
、
そ
れ
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以
下
に
つ
い
て
は
恩
赦
で
救
済
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

流
刑
に
対
す
る
仮
出
獄
を
め
ぐ
っ
て
は
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
鶴
田
は
、
流
刑
は
別
に
免
幽
閉
が
あ
り
検
束
の
あ
る
徒
刑
と
異
な
る
た

め
「
内
地
ヘ
帰
住
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
」
と
明
記
し
な
け
れ
ば
「
効
見
ヘ
ス
徒
法
ニ
属
セ
ン
」
と
主
張
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
別
規
則

で
時
宜
に
よ
り
内
地
へ
の
帰
住
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
刑
法
上
に
一
定
し
て
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
述
べ
た
。
本
人
の
請
願

に
よ
っ
て
内
地
へ
帰
住
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
島
地
内
で
自
由
に
住
居
す
る
こ
と
を
望
む
者
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
も
鶴
田
は
渋
々
受
け
入
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
仮
出
獄
の
停
止
（
取
消
し
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
再
び
行
状
が
悪
く
、
罪
を
犯
し
た
と
き
は
、
確
証
を

も
っ
て
処
罰
す
る
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
単
に
「
酒
食
ノ
過
度
」
程
度
で
は
罰
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
鶴
田
は
、
は
じ
め
は
同
調

し
て
い
た
が
再
考
し
、
罰
金
に
当
た
る
罪
に
つ
い
て
は
、
再
び
罪
を
犯
し
た
以
上
は
通
常
の
悛
改
者
と
同
視
で
き
な
い
、
不
公
平
で
あ
る
、

と
し
て
罰
金
を
含
む
再
犯
に
よ
る
取
消
し
を
主
張
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
罰
金
に
あ
た
る
罪
は
過
失
殺
傷
・
失
火
等
で
多
く
は
な
い
、

真
の
粗
忽
で
無
意
に
出
た
罪
を
、
有
心
で
犯
し
た
罪
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
の
は
過
酷
で
あ
る
、
と
い
う
。
鶴
田
は
こ
の
説
を
受
け
入
れ
、

重
罪
軽
罪
の
「
実
決
」
の
再
犯
が
取
消
事
由
と
さ
れ
た
。
補
足
す
る
が
、
旧
刑
法
で
は
現
行
刑
法
と
異
な
り
、
犯
罪
は
重
罪
・
軽
罪
・
違

警
罪
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
依
拠
し
た
折
衷
主
義
に
従
え
ば
、
犯
罪
と
は
、
道
徳
に
背
き
、
社
会
を
害
し
、
社
会
に

刑
罰
を
用
い
て
社
会
を
防
衛
さ
せ
る
行
為
で
あ
り
、
犯
罪
は
そ
の
軽
重
で
区
分
さ
れ
、
手
続
的
に
は
管
轄
裁
判
所
が
異
な
っ
た
。
法
定
刑

は
、
重
罪
が
死
刑
・
徒
刑
・
流
刑
・
懲
役
・
禁
獄
、
軽
罪
が
（
重
軽
）
禁
錮
・
罰
金
、
違
警
罪
は
拘
留
・
科
料
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
徒

刑
・
懲
役
・
重
禁
錮
は
定
役
に
服
し
た
。
有
期
の
自
由
刑
は
、
草
案
で
は
「
実
決
ノ
刑
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
確
定
稿
「
日
本
刑
法
草
案
」
の
仮
出
獄
規
定
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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第
一
編

総
則

第
二
章

刑
例

第
六
節

仮
出
獄

六
五
条

重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
実
決
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
獄
則
ヲ
謹
守
シ
悛
改
ノ
状
ア
ル
時
ハ
其
刑
期
四
分
ノ
三
ヲ
経
過
ス
ル
ノ
後
獄
則
ニ
従
ヒ
仮
ニ

出
獄
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ハ
本
刑
期
限
内
特
別
ニ
定
メ
タ
ル
監
視
ニ
付
ス

六
六
条

無
期
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
其
情
状
ニ
因
リ
二
十
年
ヲ
経
過
ス
ル
ノ
後
前
条
ノ
例
ニ
照
シ
仮
出
獄
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得

六
七
条

仮
出
獄
中
更
ニ
実
決
ノ
刑
ニ
該
ル
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
直
チ
ニ
出
獄
ノ
効
ヲ
失
ヒ
前
犯
後
犯
ノ
刑
期
間
再
ヒ
出
獄
ヲ
許
サ
ス(優

)

司
法
省
で
完
成
し
た
日
本
刑
法
草
案
は
、
刑
法
草
案
審
査
局
で
さ
ら
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
る(儫

)。
無
期
刑
か
ら
の
仮
出
獄
の
法
定
期

間
に
つ
き
、
有
期
刑
の
上
限
が
十
五
年
に
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
十
五
年
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
取
消
事
由
に
つ
き
、
罰
金
を
含
む

再
犯
に
修
正
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
見
が
覆
さ
れ
て
い
る
。
完
成
し
た
の
が
、
左
の
「
刑
法
審
査
修
正
案
」
で
あ
る
。

本
案
は
、
元
老
院
の
審
議
に
か
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
成
立
し
、
旧
刑
法
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。

第
一
編

総
則

第
二
章

刑
例

第
六
節

仮
出
獄

五
三
条

重
罪
軽
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
獄
則
ヲ
謹
守
シ
悛
改
ノ
状
ア
ル
時
ハ
其
刑
期
四
分
ノ
三
ヲ
経
過
ス
ル
ノ
後
行
政
ノ
処
分
ヲ
以
テ
仮
ニ
出
獄

ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得

無
期
徒
刑
ノ
囚
ハ
十
五
年
ヲ
経
過
ス
ル
ノ
後
亦
同
シ

流
刑
ノ
囚
ハ
第
二
十
一
条
ニ
照
シ
幽
閉
ヲ
免
ス
ル
ノ
外
仮
出
獄
ノ
例
ヲ
用
ヒ
ス

五
四
条

徒
刑
ノ
囚
ハ
仮
出
獄
ヲ
許
サ
ル
ヽ
ト
雖
モ
仍
ホ
島
地
ニ
居
住
セ
シ
ム

五
五
条

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ハ
行
政
ノ
処
分
ヲ
以
テ
治
産
ノ
禁
ノ
幾
分
ヲ
免
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
本
刑
期
限
内
特
別
ニ
定
メ
タ
ル
監
視
ニ
付
ス(儬

)
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五
六
条

仮
出
獄
中
更
ニ
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
直
チ
ニ
出
獄
ヲ
停
止
シ
出
獄
中
ノ
日
数
ハ
刑
期
ニ
算
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

五
七
条

刑
期
限
内
更
ニ
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ハ
仮
出
獄
ヲ
許
サ
ス(儭

)

審
査
局
で
の
修
正
は
、
取
消
事
由
の
変
更
の
他
、
流
刑
か
ら
の
仮
出
獄
を
認
め
ず
、
ま
た
、
五
五
・
五
六
条
の
禁
治
産
の
免
除
や
仮
出
獄

取
消
し
の
効
果
等
に
関
す
る
新
た
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
審
査
局
の
稿
本
を
み
る
と
、
五
五
条
本
文
は
比
較
的
遅
く
設
け
ら
れ
、
五
六

条
は
む
し
ろ
当
初
は
「
出
獄
中
ノ
日
数
ハ
刑
期
ニ
算
入
ス
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る(儮

)。

刑
法
草
案
審
査
局
に
お
け
る
修
正
理
由
は
、司
法
省
に
お
け
る
刑
法
草
案
会
議
筆
記
の
よ
う
に
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

具
体
的
な
経
緯
を
証
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
現
状
に
あ
る
。
今
こ
こ
で
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
鶴
田
皓
旧
蔵
旧
刑
法
・
治
罪
法
編
纂

関
係
原
資
料
に
残
さ
れ
た
、
刑
法
審
査
修
正
案
を
も
と
に
完
成
し
た
旧
刑
法
の
注
釈
書
で
あ
る
『
刑
法
註
解
』（
第
一
編
）
が
、
変
更
さ

れ
た
諸
点
に
関
す
る
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る(儯

)。
次
に
示
す
の
は
、
仮
出
獄
に
関
す
る
注
釈
を
抜
粋
し
て
現
代
語
訳
し
た
も
の
で
あ

る
。五

三
条

仮
出
獄
の
規
定
は
各
国
刑
法
の
多
く
は
設
け
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
犯
罪
者
に
こ
の
恩
典
を
与
え
る
の
は
大
い
に
国
家
の
利
益
と
な
る
の
で
、

近
来
、
往
々
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
仮
出
獄
を
許
す
に
は
三
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
受
刑
中
の
者
で
も
、
仮
に
出
獄
さ
せ
「
外

人
」
に
接
近
さ
せ
生
業
を
営
ま
せ
る
と
き
は
、
総
て
の
犯
罪
者
に
と
っ
て
、
入
獄
の
日
か
ら
順
良
の
心
を
起
こ
し
、
善
行
を
勧
め
る
の
に
役
立
つ
。
そ
れ

ば
か
り
で
な
く
、
順
良
の
心
を
起
こ
し
悛
改
の
状
を
表
す
る
者
を
仮
に
出
獄
さ
せ
る
と
き
は
、
自
然
に
他
の
受
刑
者
に
対
し
て
も
悛
改
の
情マ

マ

を
起
こ
さ
せ

る
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
す
べ
て
の
犯
罪
者
は
長
く
獄
中
に
起
居
す
る
と
き
は
、
他
日
放
免
さ
れ
る
と
き
直
ち
に
生
業
に
就
く
こ
と
が

難
し
い
。
そ
の
た
め
悛
改
の
状
を
表
す
る
者
は
刑
期
内
で
あ
っ
て
も
仮
に
出
獄
さ
せ
、外
の
人
に
接
近
さ
せ
、他
日
生
業
を
営
む
こ
と
を
難
し
く
さ
せ
な
い
。
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第
三
に
、
犯
人
を
長
い
時
間
「
獄
場
」
に
置
く
と
き
は
、
い
た
ず
ら
に
身
体
の
「
萎
衰
」
を
招
く
だ
け
で
な
く
、
大
抵
犯
罪
者
を
懲
戒
す
る
期
限
に
は
「
定

度
」
が
あ
っ
て
、
期
限
が
長
過
ぎ
る
と
、
犯
罪
者
は
「
自
ラ
人
間
ニ
齢
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
念
」（
自
分
か
ら
人
間
と
交
わ
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
）
を
絶
ち
、
順

良
の
心
を
起
こ
す
に
至
ら
な
い
。
か
つ
、
外
の
人
間
も
期
限
が
長
く
な
る
に
従
っ
て
、
そ
の
犯
罪
者
を
厭
悪
す
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
深
く
な
る
。
従
っ
て
、

犯
罪
者
に
ま
す
ま
す
自
棄
の
心
を
長
く
さ
せ
、
終
に
犯
罪
者
を
懲
戒
す
る
「
意
ニ
反
ス
ル
」
結
果
に
至
る
こ
と
が
あ
る
。

仮
出
獄
を
許
す
理
由
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、獄
則
を
謹
守
し
悛
改
の
状
が
あ
る
者
で
刑
期
の
多
分
を
経
過
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、仮
出
獄
は
許
さ
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
悛
改
の
状
が
な
い
者
は
仮
出
獄
の
恩
典
を
与
え
る
理
由
に
反
し
、
か
つ
未
だ
刑
期
の
幾
分
も
過
ぎ
な
い
う
ち
に
出
獄
を
許
す
と
き
は
、
ま
た
「
世

人
ノ
戒
メ
」
を
為
す
の
に
十
分
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
中
略
）

無
期
徒
刑
の
受
刑
者
に
も
仮
出
獄
の
恩
典
を
与
え
る
の
は
、
そ
の
体
躯
を
健
全
に
し
、
な
お
世
に
望
み
を
絶
た
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
流
刑
に
つ
い
て
は

免
幽
閉
が
あ
る
た
め
、
仮
出
獄
は
認
め
な
い
。

五
四
条

徒
刑
は
仮
出
獄
を
許
す
が
、
島
地
に
発
遣
す
る
た
め
、
流
刑
と
同
じ
く
、
刑
期
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
は
島
地
に
居
住
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

五
五
条

仮
出
獄
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
外
の
人
間
に
接
触
し
生
業
を
営
む
た
め
、
治
産
の
禁
も
ま
た
幾
分
か
は
免
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、

刑
期
は
終
了
し
て
い
な
い
た
め
、
普
通
監
視
よ
り
も
厳
し
い
特
別
監
視
を
付
す
。

五
六
条

本
条
は
、
仮
出
獄
を
停
止
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
再
び
重
罪
軽
罪
を
犯
す
者
は
、
仮
出
獄
を
許
さ
れ
た
理
由
に
背
反
し
た
所

行
を
な
す
た
め
、
直
ち
に
出
獄
を
停
止
し
、
出
獄
中
に
経
過
し
た
日
数
は
刑
期
に
算
入
し
な
い
。
仮
出
獄
を
許
さ
れ
た
者
は
、
重
罪
軽
罪
を
犯
さ
な
け
れ

ば
停
止
し
な
い
こ
と
に
定
め
た
の
は
、行
政
官
に
お
い
て
、他
の
事
故
に
よ
っ
て
恣
意
に
仮
出
獄
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
は
、仮
出
獄
を
許
し
た「
動

ヲ
減
ス
ル
」（
働
き
が
弱
め
ら
れ
る
）
た
め
で
あ
る
。

五
七
条

本
条
は
、
仮
出
獄
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
理
由
の
な
い
者
で
あ
る
。
五
三
条
の
変
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
悛
改
の
状
あ
る
者
で
も
、
刑
期
中
に

再
び
罪
を
犯
す
に
至
る
者
は
さ
ら
に
仮
出
獄
の
恩
典
は
与
え
な
い
こ
と
と
し
た
。

右
よ
り
、
仮
出
獄
は
受
刑
者
に
対
す
る
恩
典
と
理
解
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
恩
典
を
与
え
る
目
的
は
単
な
る
受
刑
中
の
良
好
な
行
状
へ

の
報
奨
や
そ
れ
を
通
じ
た
監
獄
の
秩
序
維
持
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
悛
改
の
状
が
見
ら
れ
る
受
刑
者
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
拘
禁
生
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活
か
ら
社
会
生
活
に
移
行
す
る
段
階
で
の
弊
害
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
導
き
、
自
発
的
に
改
善
更
生
を
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。早

稲
田
大
学
図
書
館
に
は
右
注
釈
書
の
前
段
階
の
稿
本
が
残
さ
れ
て
お
り
（『
刑
法
審
査
修
正
案
註
解
』(儰

)）、
仮
出
獄
の
取
消
事
由
に
関

し
て
、『
刑
法
註
解
』
で
は
削
除
さ
れ
た
次
の
記
述
が
あ
る
。

余
ヲ
以
テ
之
ヲ
見
レ
ハ
、
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
ス
ノ
外
他
ニ
宜
シ
カ
ラ
サ
ル
所
状
ア
ル
者
ハ
、
其
行
状
ノ
再
ヒ
罪
ヲ
犯
ス
ニ
至
ル
モ
計
ラ
レ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
又

此
許
可
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
可
ナ
ラ
ン
ト
思
惟
セ
リ
、
独
乙
刑
法
ニ
於
テ
ハ
不
行
状
ノ
故
ヲ
以
テ
出
獄
ヲ
停
止
セ
リ
、
若
シ
他
ノ
不
行
状
ノ
故
ヲ
以
テ
出
獄

ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ニ
本
条
ヲ
改
正
ス
ル
ヲ
得
ハ
既
ニ
経
過
シ
タ
ル
日
数
ハ
重
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ト
同
シ
ク
刑
期
ニ
算
入
セ
サ
ル
ヲ
可
ト
ス
ル
乎
、
否
ナ

悛
改
ノ
状
ヲ
表
シ
再
ヒ
罪
ヲ
犯
サ
サ
ル
故
ヲ
以
テ
仮
リ
ニ
出
獄
ヲ
許
シ
タ
ル
ニ
再
ヒ
罪
ヲ
犯
ス
ニ
於
テ
ハ
既
ニ
自
カ
ラ
此
恩
典
ヲ
放
棄
シ
タ
ル
者
ナ
リ
、

故
ニ
再
ヒ
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
出
獄
中
ニ
経
過
シ
タ
ル
日
数
ハ
刑
期
ニ
算
入
セ
ス
ト
雖
モ
其
未
タ
罪
ヲ
犯
ス
ニ
至
ラ
サ
ル
者
ハ
出
獄
中
ノ
日
数
ハ
刑
期
ニ
算
入

ス
ル
ヲ
可
ナ
ラ
ン
ト
ス
、
右
本
条
外
ノ
事
ニ
係
ル
ト
雖
モ
此
ノ
法
ヲ
施
行
ス
ル
ニ
望
メ
ハ
現
ニ
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
限
ラ
ス
其
罪
ヲ
犯
ス
ニ
至
ル
モ
計
リ

難
キ
所
行
ヲ
為
ス
者
ノ
如
キ
ハ
此
ノ
出
獄
ヲ
停
止
ス
ル
ヲ
便
利
ナ
ラ
ン
ト
ス
、
愚
案
ヲ
存
シ
議
法
者
ノ
参
考
ニ
供
ス
ル
ノ
ミ

史
料
に
は
、
朱
で
「
此
注
解
ハ
他
日
ノ
獻
議
ニ
付
ス
ヘ
キ
者
ト
雖
モ
暫
ク
茲
ニ
附
記
シ
テ
遺
忘
ニ
備
フ
ル
ノ
ミ
」
と
の
頭
註
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
草
案
審
査
の
最
終
段
階
ま
で
、
取
消
事
由
を
め
ぐ
っ
て
検
討
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
重
罪
軽
罪
の
再
犯
だ
け

で
な
く
「
不
行
状
」
の
者
に
つ
い
て
も
取
消
し
で
き
る
余
地
を
残
し
、
ま
た
そ
の
者
に
つ
い
て
は
取
消
し
が
あ
っ
て
も
、
仮
出
獄
が
停
止

さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
刑
期
に
算
入
す
べ
き
で
あ
る
と
の
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
執
筆
者
が
誰
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
、
現
行
の
遵
守
事
項
違
反
に
相
応
す
る
よ
う
な
規
定
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
最
後
ま
で
な
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、

後
述
の
運
用
と
照
ら
し
て
興
味
深
い
。
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以
上
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
の
史
料
を
も
と
に
、
旧
刑
法
の
仮
出
獄
規
定
の
編
纂
経
緯
お
よ
び
議
論
と
な
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
仮
出
獄
規
定
に
つ
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
ど
の
よ
う
な
意
見
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
十
九
年
『
刑
法

草
案
注
釈
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

受
刑
者
仮
出
獄
ノ
利
益
ヲ
失
フ
タ
ル
ト
キ
ト
雖
ト
モ
其
自
由
ヲ
有
シ
タ
リ
シ
時
間
ハ
其
本
刑
期
限
ヨ
リ
減
算
シ
恰
モ
実
際
之
ヲ
受
ケ
タ
ル
カ
如
ク
看
做
サ

サ
ル
可
カ
ラ
ス
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
法
律
ノ
利
益
ヲ
剥
奪
シ
タ
ル
ノ
効
果
ヲ
既
往
ニ
及
ホ
ス
可
カ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ

〔
付
言
〕
頒
布
ノ
法
典
ニ
ハ
反
対
ノ
決
定
ヲ
為
セ
リ
（
第
五
六
条
）

然
レ
ト
モ
最
初
ノ
刑
期
間
モ
再
次
ノ
刑
期
間
モ
再
ヒ
仮
出
獄
ヲ
其
受
刑
者
ニ
許
ス
コ
ト
ヲ
禁
ス
ル
カ
故
ニ
法
律
ハ
充
分
厳
ナ
リ
ト
謂
フ
可
キ
ナ
リ(儱

)

ま
た
、
右
史
料
で
は
、
行
状
不
良
を
理
由
に
仮
出
獄
を
取
消
す
こ
と
に
対
す
る
批
判
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
の
刑
法
草
案
で
は

そ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
行
政
官
ヲ
シ
テ
瞞
着
ノ
患
ニ
罹
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
」、
受
刑
者
に
は
嫉
妬
の
念
を
挟
む
者
が

出
て
、
ま
た
加
害
を
自
己
の
利
益
と
す
る
者
に
対
し
て
不
正
な
誣
告
が
あ
る
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。「
行
状
方
正
」
と
い
う
仮
出
獄
の
一

要
件
の
査
定
は
拘
禁
し
て
い
る
か
ら
可
能
で
あ
る
の
に
、
出
獄
さ
せ
た
者
の
「
行
状
不
良
」
を
理
由
に
取
消
し
す
る
の
は
「
前
後
撞
着
」

で
あ
る
、
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
述
べ
た
。

他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
刑
法
学
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る(儲

)。
青
木
人
志
氏
の
研
究(儳

)に
よ
れ
ば
、
後
に
国
際
刑
事
学

協
会
を
設
立
す
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
教
授
の
ハ
メ
ル
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
な
い
仮
釈
放
制
度
が
英
独
に
倣
っ
て
導
入
さ
れ
た

こ
と
は
、
高
く
評
価
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
仮
出
獄
の
取
消
し
事
由
が
仮
出
獄
者
の
再
犯
の
み
に
限
ら
れ
、
遵
守
事
項
違
反

な
ど
の
非
行
が
あ
っ
て
も
仮
出
獄
が
停
止
さ
れ
る
と
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、「
大
き
な
過
誤
」（
grande
faute）
で
あ
る
と
批
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判
し
た(儴

)。

行
状
不
良
を
仮
出
獄
の
取
消
事
由
と
す
べ
き
だ
と
の
意
見
は
、
旧
派
の
刑
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
ベ
ル
ナ
ー
か
ら

も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ナ
ー
は
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
も
し
て
い
る
。

仮
出
獄
ノ
継
続
ス
ヘ
キ
時
間
ハ
幾
許
ナ
ル
ヤ
又
犯
人
最
初
言
渡
サ
レ
タ
ル
刑
期
ヲ
無
難
ニ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
法
律
上
必
ス
完
全
無
缺
ノ
自
由
ヲ
得
ヘ
キ

ヤ
ト
云
フ
ノ
要
点
ヲ
サ
へ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ(儵

)

根
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
残
刑
期
間
を
無
事
に
経
過
す
れ
ば
満
期
と
す
る
旨
を
規
定
し
た
ド
イ
ツ
刑
法
二
六
条
の
規
定
で
、
同
じ
く
ド
イ
ツ

人
の
お
雇
外
国
人
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ー
ド
ル
フ
か
ら
も
同
様
の
批
判
が
あ
っ
た(儶

)。

旧
刑
法
の
仮
出
獄
規
定
は
、
一
般
に
ド
イ
ツ
刑
法
に
倣
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
が(儷

)、
必
ず
し
も
直
接
的
な
継
受
で
は
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま

で
検
討
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
仮
出
獄
の
詳
細
を
各
ラ
ン
ト
の
執
行
命
令
に
委
ね
て
お
り(儸

)、
条
件
付
特
赦
の
考
え
方
が
浸

透
す
る
と
徐
々
に
そ
の
運
用
の
転
換
が
図
ら
れ
、
恩
赦
に
よ
る
残
刑
執
行
の
免
除
を
条
件
付
き
で
お
こ
な
う
慣
行
に
変
容
し
て
い
っ
た
こ

と
が
推
測
で
き
る(儹

)。
母
法
の
問
題
点
が
ど
の
程
度
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
知
見
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
旧
刑
法
の
仮
出
獄
規
定
に
は
、

以
上
述
べ
た
不
備
が
当
初
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

四

運
用
に
つ
い
て
の
若
干
の
言
及

こ
こ
で
、
当
時
の
運
用
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
仮
出
獄
の
運
用
は
、
例
外
的
に
少
数
の
者
に
適
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
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る
。
当
時
の
統
計
に
も
、
仮
出
獄
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い
数
百
名

程
度
で
あ
る
こ
と
が
現
わ
れ
て
い
る(儺

)。〔
表
①
〕
に
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
四

十
一
年
に
か
け
て
の
仮
出
獄
者
数
、
同
停
止
者
数
お
よ
び
放
免
者
千
人
あ
た
り

の
仮
出
獄
者
数
に
関
す
る
統
計
を
示
し
た
。
同
三
十
七
年
に
急
激
に
仮
出
獄
者

数
が
増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
日
露
戦
争
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
。
翌
年
二

月
十
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
、「
民
刑
事
共
に
減
少
」
と
題
す
る
興

味
深
い
記
事
が
あ
る
。

司
法
省
に
て
は
、
昨
年
二
月
時
局
の
開
始
以
来
大
に
在
監
人
員
減
少
の
政
策
を
執
り
、

軽
微
な
る
事
件
に
付
て
は
可
成
之
を
検
挙
せ
し
め
ず
、
又
事
に
害
な
き
限
り
多
く
保
釈

責
付
を
許
し
、
尚
進
ん
で
仮
出
獄
及
特
赦
を
増
加
し
た
れ
ば
、
一
昨
年
十
二
月
末
日
の

在
監
人
員
六
万
三
千
百
四
十
四
人
な
り
し
も
の
、
昨
年
十
二
月
末
日
に
於
て
は
五
万
六

千
七
百
三
人
と
な
り
即
ち
六
千
四
百
四
十
一
人
の
減
少
を
示
し
、
又
一
昨
年
中
の
刑
事

事
件
総
数
二
十
二
万
七
百
六
十
五
件
な
り
し
も
の
が
、
昨
年
は
六
万
二
千
三
百
二
件
を

減
じ
て
十
五
万
八
千
四
百
六
十
三
件
と
な
り
し
由
。
尚
民
事
事
件
に
於
て
も
一
昨
年
は

其
総
数
百
五
万
千
四
百
八
十
五
件
な
り
し
が
、
昨
年
は
減
じ
て
九
十
六
万
二
千
四
百
十
一
件
と
な
り
八
万
九
千
七
十
四
件
を
減
じ
居
る
れ
り
。
併
し
此
最

後
の
民
事
事
件
数
の
減
少
は
、
司
法
省
の
政
策
に
出
で
た
る
に
非
ざ
る
こ
と
勿
論
に
て
、
世
間
一
般
の
不
景
気
も
其
一
因
た
る
べ
き
が
主
と
し
て
訴
訟
印

紙
料
増
徴
の
結
果
な
ら
ん
と
い
ふ
。(儻

)

日
露
開
戦
に
伴
い
政
策
的
に
仮
出
獄
者
数
を
増
加
さ
せ
た
が
、
以
後
は
漸
減
す
る
。

〔表①〕仮出獄者累年比較 （単位：人）

仮出獄 仮出獄停止
放免者1000人
中の仮出獄者

明治32年 398 ? 2.09
明治33年 346 ? 1.84
明治34年 322 6 1.62
明治35年 347 4 1.64
明治36年 402 7 1.96
明治37年 2366 45 13.85
明治38年 2041 76 16.79
明治39年 1698 51 13.23
明治40年 1666 54 13.37
明治41年 1593 38 12.50

※『司法省監獄局統計年報第10回』(司法省、1908年）10頁をも
とに作成。
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五

特
別
監
視
と
普
通
監
視

仮
出
獄
者
に
は
、
旧
刑
法
五
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
警
察
に
よ
る
特
別
監
視
が
付
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
旧
刑
法
に
設
け
ら
れ
た
附

加
刑
と
し
て
の
監
視
（
surveillance
de
la
police）
は
、
主
刑
満
期
出
獄
の
後
、
警
察
官
に
よ
る
犯
罪
者
の
行
状
監
督
を
附
加
す
る
こ

と
で
自
由
を
制
限
し
、
再
犯
を
予
防
す
る
た
め
の
刑
罰
で
あ
る(儼

)。
身
体
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
移
動
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
、

大
陸
法
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
採
用
さ
れ
て
い
た
制
度
を
日
本
は
継
受
し
た
。
旧
刑
法
附
則(儽

)に
定
め
ら
れ
た
監
視
規
則
に
違
背
す
る
こ
と
は
軽

罪
と
さ
れ
、
旧
刑
法
第
二
編
「
公
益
ニ
関
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
第
二
章
「
国
事
ニ
関
ス
ル
罪
」
第
四
節
「
附
加
刑
ノ
執
行
ヲ
遁
ル
ル
罪
」
中

の
次
の
規
定
に
よ
り
刑
罰
が
科
さ
れ
た
。

一
五
五
条

監
視
ニ
付
セ
ラ
レ
タ
ル
者
其
規
則
ニ
違
背
シ
タ
ル
時
ハ
十
五
日
以
上
六
月
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
処
ス

被
監
視
人
に
は
、六
つ
の
積
極
義
務
と
三
つ
の
消
極
義
務
が
課
さ
れ
た(儾

)。
す
な
わ
ち
積
極
義
務
は
、予
め
一
定
の
住
所
を
定
め
る
こ
と（
旧

刑
法
附
則
二
二
条
）、
月
二
回
警
察
署
へ
出
頭
し(儿

)謹
慎
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
監
視
票
に
官
吏
の
認
印
を
受
け
る
こ
と(兀

)（
同
二
七
条
一
号
）、

転
居
は
警
察
署
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
（
同
条
三
号
）、
旅
行
は
警
察
署
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
（
同
条
四
号
）、
旅
行
先
の
警
察
署
で
旅

券
を
提
示
し
認
印
を
受
け
期
間
内
に
戻
っ
て
旅
券
を
還
納
す
る
こ
と
（
同
三
〇
条
）、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
臨
時
淹
滞
し
た
場
合

は
そ
の
地
の
警
察
署
よ
り
証
書
を
受
け
帰
還
後
に
住
居
地
の
警
察
署
に
提
出
す
る
こ
と
（
同
三
一
条
）
で
あ
る
。
消
極
義
務
は
、
酒
宴
遊

興
の
席
ま
た
は
群
集
の
場
所
へ
の
参
会
禁
止
（
同
二
七
条
二
号
）、
無
許
可
の
転
居
禁
止
、
無
許
可
の
旅
行
禁
止
で
あ
る
。
以
上
に
違
反
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し
た
場
合
は
軽
罪
事
件
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
な
お
、
監
視
票
を
下
付
す
る
際
に
は
、
住
居
地
の
警
察
署
に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
条
件
の

読
み
聞
か
せ
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
同
二
六
条
）。

監
視
規
則
違
背
は
毎
年
一
万
件
以
上
に
お
よ
び
、
軽
罪
の
な
か
で
は
賭
博
・
窃
盗
に
次
い
で
政
策
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る
犯
罪
類
型
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
逃
亡
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、〔
表
②
〕
に
掲
げ
た
警
察
の
統
計
に
よ
り
推
測
で
き
る
。
加
え
て
、
先

に
示
し
た
よ
う
な
細
か
い
監
視
規
則
の
違
反
を
犯
罪
化
す
る
こ
と
が
事
件
数
の
増
加
と
相
ま
っ
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
当
然
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
示
す
の
は
公
刊
さ
れ
た
監
視
規
則
違
背
の
判
決
例
の
要
約
で
あ
る
。

被
告
人
（
女
子
）
は
、
明
治
十
七
年
十
一
月
某
日
、
窃
盗
の
科
に
よ
り
、
仙
台
軽
罪
裁
判
所
に
お
い
て
、
重
禁
錮
一
月
監
視
六
月
の
処
断
を
受
け
、
主
刑

満
期
後
被
告
の
住
居
地
（
宮
城
県
陸
前
国
甲
郡
乙
村
）
に
お
い
て
監
視
執
行
の
筈
で
あ
っ
た
。
同
年
十
二
月
某
日
仙
台
警
察
署
よ
り
下
付
さ
れ
た
旅
券
を

持
っ
て
丙
分
署
に
出
頭
し
な
か
っ
た
事
実
は
、
訊
問
調
書
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
情
状
に
原
諒
す
べ
き
も
の
が
あ
る
た
め
、
旧
刑
法
一
五
五

条
の
規
定
か
ら
二
等
を
減
じ
、
七
日
以
上
三
月
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
刑
を
宣
告
す
べ
き
と
こ
ろ
、
拘
留
七
日
を
言
渡
す
。(允

)

右
は
、
明
治
十
八
年
一
月
に
言
渡
さ
れ
た
判
決
で
あ
る
。
酌
量
減
軽
（
旧
刑
法
八
九
・
九
〇
条
）
に
よ
り
法
律
で
減
軽
で
き
る
最
下
限
の

刑
に
処
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
違
反
者
の
う
ち
無
意
犯
（
過
失
犯
）
の
多
く
は
訴
追
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る(兂

)。

大
審
院
に
お
い
て
は
、
明
治
三
十
三
年
三
月
九
日
、
旧
刑
法
附
則
二
七
条
二
号
の
「
群
集
ノ
場
所
ニ
参
会
ス
ル
コ
ト
」
の
解
釈
を
め
ぐ

る
争
い
に
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。
監
視
中
の
被
告
人
は
、
自
ら
社
主
で
あ
る
某
新
聞
の
発
行
式
に
お
い
て
七
百
余
名
の
来
賓
を
前
に
演

説
を
お
こ
な
っ
た
。
弁
護
人
は
、「
右
所
為
ハ
所
轄
警
察
署
ヘ
適
法
ノ
届
出
ヲ
為
シ
タ
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
同
号
は
「
他
働
的
集
会

ノ
場
所
ニ
参
会
ス
ル
所
為
ヲ
罰
ス
ル
ノ
法
意
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
大
審
院
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。



成蹊法学第84号 論 説

84-132

〔
表
②
〕
警
察
監
視
の
事
由
別
終
了
者
数

（
単

位
：

人
）

警
察

監
視

新
執

行
者

内
特

別
監

視
満

期
執

行
中

の
再

犯
逃

亡
を

除
く

監
視

規
則

違
背

逃
亡

年
末

執
行

者
備

考

明
治

1 5
年

14
,65

3
4,1

68
90

1,2
86

8,9
98

旧
刑

法
施

行
明

治
1 6

年
29

,54
2

16
,67

3
2,5

90
3,3

40
15

,60
7

明
治

1 7
年

40
,38

3
21

1
28

,20
5

3,9
67

3,6
31

21
,84

4
明

治
1 8

年
53

,75
7

19
3

37
,32

7
6,1

77
5,3

96
28

,89
8

司
法

卿
山

田
顕

義
、

異
常

な
犯

罪
増

加
現

象
に

つ
き

防
止

策
を

訓
示

明
治

1 9
年

58
,18

1
18

0
42

,11
5

6,8
51

3,0
90

6,9
91

28
,17

6
明

治
2 0

年
51

,60
6

29
2

38
,82

5
6,1

22
3,3

47
7,0

51
25

,35
1

明
治

2 1
年

43
,42

3
35

4
34

,42
8

4,3
63

3,1
13

6,9
73

19
,64

4
在

監
者

数
、

こ
の

年
を

頂
点

に
逐

年
減

少
明

治
2 2

年
40

,67
6

49
9

28
,83

8
3,8

43
2,3

85
5,6

88
19

,38
8

大
日

本
帝

国
憲

法
発

布
、

ゼ
ー

バ
ッ

ハ
来

日
明

治
2 3

年
58

,02
6

46
7

31
,64

3
6,1

35
3,4

31
7,2

57
28

,50
7

明
治

2 4
年

51
,45

4
35

2
36

,48
3

7,1
98

4,7
52

9,3
31

21
,77

0
明

治
2 5

年
53

,38
3

38
9

30
,84

0
7,3

08
4,8

11
9,1

82
22

,82
4

明
治

2 6
年

57
,50

8
39

5
34

,30
5

6,8
71

5,2
23

9,8
31

23
,52

5
ス

ト
ー

ス
草

案
の

公
表

（
ス

イ
ス

）
明

治
2 7

年
58

,11
9

30
8

35
,36

0
6,5

13
5,4

58
10

,58
2

23
,85

4
日

清
戦

争
、

国
内

最
高

犯
罪

指
数

を
記

録
明

治
2 8

年
54

,61
4

32
4

35
,93

7
5,3

92
5,1

14
9,3

49
22

,47
1

明
治

2 9
年

52
,38

7
30

4
34

,34
6

4,2
82

4,5
98

7,7
64

23
,69

8
明

治
3 0

年
61

,60
7

36
9

37
,97

2
5,0

09
5,4

02
8,7

96
27

,78
0

英
昭

皇
太

后
崩

御
に

よ
る

大
赦

明
治

3 1
年

53
,80

7
29

4
36

,16
9

4,3
42

4,5
00

7,2
30

29
,09

6
明

治
民

法
全

編
施

行
明

治
3 2

年
48

,36
3

38
9

37
,60

8
3,2

69
4,3

70
6,7

86
24

,31
1

領
事

裁
判

権
の

撤
廃

明
治

3 3
年

43
,04

2
32

5
29

,74
5

3,0
18

3,8
33

7,1
26

22
,79

1
明

治
3 4

年
40

,28
9

31
7

29
,97

8
2,8

51
4,0

71
6,2

15
19

,17
6

明
治

3 5
年

39
,56

3
32

3
26

,56
1

2,6
15

3,6
83

5,9
70

19
,29

2
刑

法
改

正
案

、
貴

族
院

を
通

過
明

治
3 6

年
40

,24
1

36
9

26
,11

7
3,1

41
2,4

01
6,9

40
20

,30
3

明
治

3 7
年

44
,15

2
2,0

92
28

,15
0

3,5
65

2,3
96

9,0
62

19
,99

3
日

露
戦

争
明

治
3 8

年
38

,68
4

1,9
70

25
,90

2
3,3

91
1,8

97
8,9

52
17

,56
8

単
純

執
行

猶
予

開
始

、
明

治
16

年
以

降
最

低
の

在
監

者
数

明
治

3 9
年

37
,07

4
1,6

43
22

,69
5

3,4
17

1,2
66

9,2
19

17
,18

6
明

治
4 0

年
35

,18
8

1,5
57

22
,12

6
2,7

78
1,3

46
9,0

16
16

,31
5

明
治

41
年

2 3
,97

7
1,0

58
1 6

,25
0

1,4
59

1,0
10

6,0
34

1 4
,52

7
現

行
刑

法
施

行

※
大

日
本

帝
国

内
務

省
統

計
報

告
第

1〜
24

回
を

も
と

に
作

成
。

た
だ

し
、

同
年

の
報

告
に

基
づ

き
、

訂
正

等
を

含
ん

で
い

な
い

。
備

考
に

は
重

松
一

義
『

日
本

刑
罰

史
年

表
』（

雄
山

閣
、

19
72

年
）

を
参

考
に

重
要

な
事

項
を

記
し

た
。
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（
旧
）
刑
法
附
則
第
二
七
条
第

一
項
第
二
号
ニ
「
群
集
ノ
場
所

ニ
参
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
」

ト
ア
ル
ハ
畢
竟
刑
余
ノ
モ
ノ
ヲ

シ
テ
一
定
ノ
期
間
内
謹
慎
セ
シ

ム
ル
カ
為
メ
設
ケ
タ
ル
一
ノ
制

裁
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ

多
数
集
合
ノ
原
因
目
的
等
ニ
依

リ
差
異
ヲ
生
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非

ス(元
)特

別
監
視
の
規
則
は
、
そ
の

多
く
が
普
通
監
視
規
則
か
ら
準

用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
警

察
署
へ
の
出
頭
は
毎
週
一
回
で

（
同
四
四
条
一
号
）、
往
復
一
日

程(兄
)を

超
え
る
地
へ
の
旅
行
と
他

の
府
県
へ
の
転
居
は
禁
止
さ
れ
（
同
条
三
・
四
号
）、
移
動
の
自
由
が
広
く
制
限
さ
れ
た
。

旧
刑
法
一
五
五
条
に
規
定
さ
れ
た
監
視
規
則
違
背
は
「
附
加
刑
ノ
執
行
ヲ
遁
ル
ル
罪
」
で
あ
り
、
普
通
監
視
を
前
提
に
起
案
さ
れ
た
。

一
方
、
仮
出
獄
者
に
付
さ
れ
る
の
は
附
加
刑
と
し
て
の
普
通
監
視
と
は
別
個
の
性
質
を
有
す
る
特
別
監
視
で
あ
る
。
し
か
し
、
司
法
省
の

〔
図
〕
明
治
十
五
年
三
月
二
十
二
日
内
務
省
乙
第
一
九
号
達
に
よ
る
特
別
監
視
票
ひ
な
形

※
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全

第
一
編
』「
刑
法
門
二

刑
律
四
」
五
〇
五
〜
五
〇
七
頁
を
加
工
し
て
作
成
。

（
表
面
）

（
裏
面
）
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明
治
十
五
年
六
月
二
日
の
盛
岡
始
審
庁
よ
り
提
起
さ
れ
た
請
訓
に
対
す
る
内
訓
に
よ
る
と
、
仮
出
獄
者
の
監
視
規
則
違
背
に
つ
い
て
も
、

旧
刑
法
一
五
五
条
違
反
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
特
別
監
視
ハ

―
筆
者
註
）
刑
法
第
一
五
五
条
ニ
依
テ
処
断
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
カ
如
シ
ト
雖
ト
モ
退
ヒ
テ
実
際
ヲ
顧
ミ
レ
ハ
仮
出
獄
中
ノ
監
視
ト
雖

ト
モ
猶
附
加
刑
ノ
性
質
ヲ
免
レ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
取
扱
上
ニ
於
テ
モ
亦
通
常
ノ
監
視
ト
異
ナ
ル
所
ナ
シ
殊
ニ
仮
出
獄
中
特
別
監
視
規
則
ニ
違
背
ス
ル
者

処
分
方
ノ
儀
ハ
刑
法
附
則
中
別
段
明
文
モ
無
之
候
ニ
付
仮
令
此
規
則
ニ
違
背
ス
ル
者
ア
ル
モ
奈
何
ト
モ
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
不
都
合
ア
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
如
キ

者
ハ
刑
法
第
一
一
五
条
ニ
ヨ
リ
処
断
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
先
例
御
取
消
可
然
考
量
ス(充

)

右
よ
り
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
別
監
視
規
則
に
違
反
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
監
視
規
則
違
背
、
す
な
わ
ち
軽
罪
の

刑
が
科
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
出
獄
の
取
消
し
は
重
罪
軽
罪
の
再
犯
で
あ
っ
た
が
、
右
の
運
用
に
従
え
ば
特
別
監
視
規
則
違
反

は
軽
罪
の
再
犯
と
な
り
、
結
果
的
に
仮
出
獄
の
取
消
事
由
と
な
る
。
警
察
署
に
出
頭
し
な
い
こ
と
（
逃
亡
）
や
酒
宴
・
遊
興
・
群
集
の
場

に
出
入
り
す
る
こ
と
は
、
編
纂
過
程
で
議
論
と
な
っ
た
行
状
不
良
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
年
に
は
類
似
の
指
令
が
複
数
回
発
せ
ら

れ
て
お
り
、遵
守
事
項
違
反
が
解
釈
に
よ
っ
て
事
実
上
仮
出
獄
の
取
消
事
由
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、こ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
は
岡
田
朝
太
郎
の
左
の
批
判
が
あ
る
。

爰
ニ
一
ノ
問
題
ト
ス
可
キ
ハ
夫
ノ
仮
出
獄
ヲ
得
タ
ル
者
ニ
付
ス
ル
特
別
監
視
ハ
其
規
則
ニ
違
背
シ
タ
ル
時
同
シ
ク
本
条
ノ
罪
ト
成
ル
ヤ
否
ヤ
是
ナ
リ
、
当

局
者
ノ
間
ハ
積
極
論
ニ
一
致
セ
シ
形
蹟
ア
リ
ト
雖
モ
、
余
ハ
消
極
ニ
解
ス
ル
ヲ
至
当
ト
考
フ
、
議
論
ノ
分
ル
ル
所
ハ
特
別
監
視
ノ
附
加
刑
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ノ

一
点
ニ
在
リ
、
而
シ
テ
余
ハ
之
ヲ
附
加
刑
ニ
在
ラ
ス
ト
信
ス(兆

)
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岡
田
は
、
特
別
監
視
を
附
加
刑
と
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
理
由
と
し
て
、
第
一
に
附
加
刑
の
場
合
は
宣
告
を

要
す
る
こ
と
、
第
二
に
「
特
別
ニ
定
メ
タ
ル
監
視
」
と

い
う
文
言
で
普
通
監
視
と
区
別
し
て
い
る
こ
と
、
第
三

に
方
法
の
異
な
る
監
視
で
は
な
い
の
で
特
別
監
視
終
了

後
に
普
通
監
視
の
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
挙
げ
て
い
る(兇

)。
取
消
事
由
の
解
釈
に
よ
る
拡
大
が
ど

の
程
度
実
務
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
先
の
〔
表
①
〕
に

示
し
た
仮
出
獄
停
止
者
数
が
〔
表
③
〕
の
特
別
監
視
執

行
中
の
再
犯
者
数
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
事
実
は
明
白

で
あ
る
。
ま
た
、
罰
金
の
再
犯
に
よ
る
取
消
し
は
柔
軟

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
併
せ
て
考
慮
す
べ
き

で
あ
ろ
う(先

)。

な
お
、
被
監
視
人
で
帰
住
先
が
な
い
等
の
場
合
は
、
監
視
期
間
中
、
監
獄
の
別
房
に
留
置
し
「
工
業
」
を
さ
せ
、
ま
た
は
「
使
役
ニ
供
」

さ
れ
た
。
こ
れ
を
別
房
留
置
と
い
う
。
別
房
留
置
制
度
は
、
満
期
後
の
出
獄
人
で
「
頼
ル
ヘ
キ
所
ナ
キ
者
」
に
対
し
て
監
獄
の
別
房
に
留

置
し
て
生
業
を
営
ま
せ
る
刑
余
別
房
留
置
制
（
明
治
十
四
年
監
獄
則
三
〇
条
）
と
普
通
・
特
別
監
視
に
付
さ
れ
る
者
で
、
無
住
居
・
無
引

〔表③〕特別監視の事由別終了者数 （単位：人）

特別監視
新執行者

満期
執行中の

再犯
逃亡を除く

監視規則違背
逃亡

明治15・16年は不明
明治17年 211 156 13
明治18年 193 191 33 2
明治19年 180 143 11 9 3
明治20年 292 153 3 3 10
明治21年 354 301 6 4 14
明治22年 499 238 12 3 28
明治23年 467 336 24 7 20
明治24年 352 375 13 6 12
明治25年 389 316 9 9 9
明治26年 395 334 12 11 5
明治27年 308 294 9 8 14
明治28年 324 315 11 6 9
明治29年 304 250 2 2 7
明治30年 369 368 7 1 9
明治31年 294 192 5 5 4
明治32年 389 271 5 4 5
明治33年 325 316 2 2 7
明治34年 317 271 2 5 3
明治35年 323 261 3 1 3
明治36年 369 312 4 6 3
明治37年 2,092 757 37 13 41
明治38年 1,970 1,550 46 14 73
明治39年 1,643 1,417 41 10 76
明治40年 1,557 1,304 36 18 70
明治41年 1,058 915 25 9 38

※大日本帝国内務省統計報告第1〜24回をもとに作成。
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取
人
・
無
旅
費
の
者
に
対
す
る
別
房
留
置
制
（
刑
法
附
則
三
二
・
四
七
条
）
が
あ
っ
た(光

)。
こ
の
う
ち
刑
余
別
房
留
置
制
は
、
明
治
二
十
二

年
の
監
獄
則
改
正
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
廃
止
は
、
内
務
省
か
ら
の
出
獄
人
保
護
訓
令
の
発
令
を
伴
い
、
民
間
保
護
事
業
生
成
の

契
機
と
な
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
被
監
視
人
に
対
す
る
別
房
留
置
は
安
形
静
男
氏
の
研
究
に
よ
り
詳
ら
か
で
あ
る
が
、
同
二

十
六
年
か
ら
三
十
五
年
に
か
け
て
毎
年
五
千
人
超
の
入
所
者
が
お
り
、
同
三
十
六
年
以
降
漸
次
減
少
す
る(兊

)。
被
監
視
人
の
別
房
留
置
は
整

備
が
不
十
分
で
、
作
業
の
工
銭
は
服
役
期
間
中
よ
り
も
少
な
い
と
い
う
弊
害
が
あ
っ
た
。
別
房
で
の
監
督
は
「
司
獄
官
吏
」
が
お
こ
な
っ

た
が
、
逃
走
し
た
場
合
は
監
視
規
則
違
背
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る(克

)。

六

お
わ
り
に

以
上
、
旧
刑
法
の
仮
出
獄
規
定
の
創
設
と
行
状
監
督
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
、
当
時
の
仮

出
獄
の
実
際
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
描
写
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も
本
稿
に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
刑
法
草
案
審
査

局
で
の
仮
出
獄
の
取
調
の
実
態
や
警
察
監
視
の
導
入
や
廃
止
に
至
る
経
緯
、
あ
る
い
は
監
視
規
則
の
制
定
経
緯
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
研
究
を
深
め
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
度
慶
應
義
塾
大
学
法
科
大
学
院
開
講
科
目
「
テ
ー
マ
研
究
（
一
部
執
行
猶
予
の
比
較
法
的
検
討
）」（
担
当
者
小
池
信

太
郎
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
（
当
時
）、
共
同
報
告
者
川
崎
友
巳
同
志
社
大
学
教
授
、
星
周
一
郎
首
都
大
学
東
京
教
授
、
樋
口
亮
介
東
京
大
学
准
教
授
）

で
の
報
告
（
同
年
十
月
十
三
日
「
日
本
に
お
け
る
仮
出
獄
導
入
の
歴
史
」）
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
に
は
論
考

執
筆
に
あ
た
り
貴
重
な
御
意
見
を
頂
戴
し
、
こ
こ
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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注（
1
）
拙
稿
「
明
治
三
十
八
年
『
刑
ノ
執
行
猶
予
ニ
関
ス
ル
法
律
』（
法
律
第
七
〇
号
）
に
つ
い
て
」（
成
蹊
法
学
八
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
お
よ
び
「
明

治
期
に
お
け
る
単
純
執
行
猶
予
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
」（
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
号
、
二
〇
一
五
年
）。

な
お
、
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
、
既
出
の
資
料
の
出
典
に
は
略
称
を
用
い
た
。
年
号
表
記
に
つ
い
て
は
和
暦
を

基
本
と
し
た
が
、
西
洋
の
歴
史
的
記
述
に
は
西
暦
を
用
い
、
適
宜
併
用
し
た
。
ま
た
、
歴
史
を
扱
う
性
質
上
、
現
在
で
は
使
用
が
適
切
で
な
い
用
語

に
つ
い
て
、
専
ら
学
術
目
的
の
た
め
最
低
限
使
用
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（
2
）
一
部
猶
予
に
関
す
る
解
説
と
し
て
、
白
井
智
之
・
猪
股
正
貴
・
土
倉
健
太
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た

者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
」（
法
曹
時
報
六
八
巻
一
号
、
二
〇
一
六
年
）。
ま
た
、
太
田
達
也
「
薬
物
犯
罪
と
刑

の
一
部
執
行
猶
予
―
―
量
刑
基
準
を
中
心
と
し
て
―
―
」（
法
と
精
神
医
療
三
〇
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
併
せ
て
参
照
。

（
3
）
現
行
制
度
に
つ
い
て
は
、
香
川
達
夫
「
仮
出
獄
」（
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
（
１
）』
有
斐
閣
、
一
九
六
四
年
所
収
）、
岩
井
敬
介
「
仮
釈
放
と
保

護
観
察
」（
石
原
一
彦
・
佐
々
木
史
朗
・
西
原
春
夫
・
松
尾
浩
也
編
『
現
代
刑
罰
法
大
系
』
第
七
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
所
収
）、
吉
永
豊
文
・

林
眞
琴
「
仮
出
獄
」（
大
塚
仁
・
河
上
和
雄
・
佐
藤
文
哉
・
古
田
佑
紀
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
〔
第
二
版
〕』
第
一
巻
、
青
林
書
院
、
二
〇
〇

四
年
所
収
）、
金
光
旭
「
仮
釈
放
」（
西
田
典
之
・
山
口
厚
・
佐
伯
仁
志
編
『
注
釈
刑
法
』
第
一
巻
、
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）、
川
出
敏
裕
・
金

光
旭
『
刑
事
政
策
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
4
）
瀬
川
晃
・
青
木
和
子
・
今
井
猛
嘉
・
岩
尾
信
行
・
齊
藤
雄
彦
・
髙
橋
康
明
「
特
別
座
談
会

刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
を
め
ぐ
っ
て
」（
論
究
ジ
ュ

リ
ス
ト
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
一
八
二
頁
以
下
。

（
5
）
監
獄
法
（
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
八
日
法
律
第
二
八
号
）
の
規
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
七
条

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ハ
其
期
間
左
ノ
規
定
ヲ
遵
守
ス
可
シ

一

正
業
ニ
就
キ
善
行
ヲ
保
ツ
コ
ト

二

警
察
官
署
ノ
監
督
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
但
警
察
官
署
ハ
監
獄
ノ
意
見
ヲ
聴
キ
他
ニ
其
監
督
ヲ
委
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

三

住
居
ヲ
転
移
シ
又
ハ
十
日
以
上
旅
行
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
監
督
者
ノ
許
可
ヲ
請
フ
コ
ト

主
務
大
臣
ハ
仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ノ
帝
国
外
ニ
旅
行
ヲ
為
ス
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得

（
6
）
前
掲
金
「
仮
釈
放
」
二
二
七
頁
。

（
7
）
小
川
太
郎
『
自
由
刑
の
展
開
〔
第
二
版
〕』（
一
粒
社
、
一
九
七
三
年
）
一
二
七
頁
以
下
。

（
8
）
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
二
五
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
六
年
）
八
六
〜
八
八
頁
。
な
お
、
都
筑
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馨
六
は
明
治
時
代
の
官
僚
。
井
上
馨
の
女
婿
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
（
旧
）
東
京
大
学
文
学
部
政
治
理
財
学
科
卒
業
。
そ
の
後
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
、

帰
国
後
は
外
務
省
に
入
省
し
た
。
井
上
が
条
約
改
正
の
失
敗
に
よ
り
引
責
辞
任
す
る
と
、
パ
リ
に
留
学
、
欧
米
視
察
中
の
内
務
卿
山
県
有
朋
に
随
行

し
た
。
帰
国
後
、
山
県
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
。
以
後
、
法
制
局
参
事
官
、
内
務
省
参
事
官
、
同
土
木
局
長
、
外
務
次
官
等
を
歴
任
。
同
三
十
二
年

貴
族
院
議
員
。
同
四
十
年
法
学
博
士
。
ハ
ー
グ
密
使
事
件
に
お
い
て
特
命
全
権
大
使
と
し
て
事
件
の
対
応
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
略
歴
に

つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
を
参
照
〔
http://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/tsudukikeiroku.php〕。

（
9
）
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ー
マ
ス
、
ア
ド
ル
フ
・
ラ
ー
ド
ル
・
ジ
ェ
ン
セ
ン
、
尾
後
貫
荘
太
郎
訳
「
米
国
ユ
タ
ー
州
に
於
け
る
不
定
期
刑
言
渡
、
宣
告
猶
予

及
仮
釈
放
に
関
す
る
調
査
」（
司
法
資
料
一
九
〇
号
、
司
法
省
調
査
課
、
一
九
三
四
年
）
五
九
頁
以
下
。

（
10
）
こ
の
あ
た
り
の
詳
し
い
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
澤
政
治
『
行
刑
の
近
代
化
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
四
四
〇
頁
以
下
を
参
照
。

（
11
）
な
お
、
徳
川
時
代
の
人
足
寄
場
で
、
改
心
の
実
が
挙
っ
た
人
足
に
対
し
て
満
期
前
に
釈
放
す
る
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
正
木

亮
「
日
本
国
有
の
仮
出
獄
制
度
と
発
生
の
起
源
」
刑
政
三
六
巻
一
一
号
、
一
九
二
三
年
）。

（
12
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全

第
一
編
』「
治
罪
門
三

監
獄
」
六
九
頁
。
適
宜
読
点
を
付
し
た
。

（
13
）
平
松
義
郎
「
近
代
的
自
由
刑
の
展
開
」（
大
塚
仁
・
平
松
義
郎
編
『
行
刑
の
現
代
的
視
点
』
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
所
収
）
五
頁
。

（
14
）
諸
法
令
に
つ
い
て
は
、
石
井
紫
郎
・
水
林
彪
校
注
『
法
と
秩
序
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
一
四
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
15
）
改
定
律
例
（
明
治
六
年
六
月
十
三
日
太
政
官
第
二
〇
六
号
布
告
）
二
条

凡
懲
役
十
年
ノ
上
ニ
。
懲
役
終
身
ノ
刑
ヲ
設
ケ
。
其
犯
罪
。
持
兇
器
強
盗
。

監
守
常
人
盗
。
謀
故
殺
。
放
火
。
反
獄
。
偽
造
宝
貨
ヲ
除
ク
外
。
罪
。
死
ニ
該
ル
者
。
一
体
ニ
。
寛
宥
シ
テ
。
此
刑
ニ
科
ス
。

（
16
）
児
玉
圭
司
「
明
治
前
期
に
お
け
る
刑
期
短
縮
制
度
の
展
開

―
恩
赦
特
典
、
そ
し
て
特
赦
・
仮
出
獄
へ

―
」（
法
史
学
研
究
会
会
報
一
八
号
、
二

〇
一
四
年
）
お
よ
び
「
明
治
前
期
の
監
獄
に
お
け
る
規
律
の
導
入
と
展
開
」（
法
制
史
研
究
六
四
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
17
）
史
料
は
現
代
文
に
改
め
た
。
原
典
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
児
玉
「
明
治
前
期
に
お
け
る
刑
期
短
縮
制
度
の
展
開
」
一
一
九
頁
を
参
照
。

（
18
）
司
法
省
調
査
課
「
仮
釈
放
」（
司
法
資
料
六
七
号
、
一
九
二
五
年
）
一
一
四
頁
以
下
。

（
19
）
宮
城
浩
蔵
『
刑
法
正
義

上
』（
講
法
会
、
一
八
九
三
年
）
四
四
九
・
四
五
〇
頁
。
適
宜
読
点
を
付
し
た
。

（
20
）
明
治
二
十
年
代
、
日
本
お
よ
び
世
界
が
抱
え
て
い
た
刑
法
学
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
明
治
三
十
八
年
『
刑
ノ
執
行
猶
予
ニ
関
ス
ル
法
律
』（
法

律
第
七
〇
号
）
に
つ
い
て
」
四
頁
以
下
お
よ
び
「
明
治
期
に
お
け
る
単
純
執
行
猶
予
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
」
八
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
21
）
旧
刑
法
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
旧
刑
法
『
数
罪
倶
発
』
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」（
法
学
政
治
学
論
究
七
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
22
）「
仏
国
刑
法
会
議
筆
記
」（
西
原
春
夫
・
𠮷
井
蒼
生
夫
・
藤
田
正
・
新
倉
修
編
『
旧
刑
法
〔
明
治
十
三
年
〕（
１
）』
信
山
社
、
一
九
九
四
年
所
収
）。

（
23
）
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記

第
Ⅳ
分
冊
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
）
二
九
五
一
頁
。
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（
24
）
同
条
は
後
に
削
除
さ
れ
る
が
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
重
徒
を
軽
徒
に
す
る
こ
と
を
許
す
規
定
で
あ
る
。

二
三
条

重
徒
ニ
該
ル
者
能
ク
獄
則
ヲ
守
リ
役
ヲ
勉
ム
ル
時
ハ
五
年
ノ
後
獄
司
監
察
官
具
状
シ
内
務
司
法
両
卿
ノ
決
議
ヲ
取
リ
軽
徒
ノ
役
ニ
従
フ
コ

ト
ヲ
許
ス

（
25
）
仮
出
獄
に
関
す
る
記
録
は
、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記

第
Ⅰ
分
冊
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
）

一
七
四
〜
一
七
八
頁
。

（
26
）
前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記

第
Ⅰ
分
冊
』
一
七
五
頁
。
適
宜
読
点
を
付
し
た
。

（
27
）
そ
の
他
ド
イ
ツ
の
仮
出
獄
規
定
は
次
の
通
り
翻
訳
さ
れ
て
い
る
（『
各
国
刑
法
類
纂

上
』
司
法
省
蔵
版
、
一
八
八
〇
年
、
三
八
九
頁
以
下
）。

二
四
条

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
人
居
動
悪
ク
又
出
獄
ニ
臨
ミ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
事
ニ
背
ク
時
ハ
何
時
ヲ
論
セ
ス
之
ヲ
停
止
呼
戻
ノ
コ
ト
ヲ
云

フ
以
下
之
ニ
准
ス
ス
ル
ヲ
得
可

シ
若
シ
呼
戻
サ
レ
タ
ル
時
ハ
仮
出
獄
ノ
時
ヨ
リ
再
ヒ
入
獄
ス
ル
迄
ノ
時
間
ヲ
処
刑
ノ
限
内
ニ
算
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

二
五
条

仮
出
獄
及
ヒ
其
呼
戻
ノ
達
書
ハ
司
法
上
官
ノ
権
ニ
ア
ル
ト
雖
モ
仮
出
獄
ノ
達
書
ヲ
渡
ス
ハ
獄
官
ノ
意
見
ヲ
聞
タ
ル
上
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

若
シ
人
民
ノ
安
寧
ニ
関
ス
ル
至
重
ノ
事
ア
レ
ハ
仮
出
獄
人
ノ
住
所
ノ
警
察
官
吏
ヨ
リ
其
出
獄
人
ヲ
仮
ニ
捕
縛
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
捕
縛
シ
タ

レ
ハ
直
ニ
仮
出
獄
停
止
ノ
達
書
ヲ
請
フ
可
シ

若
シ
仮
捕
縛
ノ
後
出
獄
停
止
ヲ
達
シ
タ
レ
ハ
其
出
獄
停
止
ハ
捕
縛
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス
可
シ

二
六
条

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
人
其
停
止
ナ
ク
罪
案
上
ニ
定
メ
タ
ル
期
限
ヲ
終
レ
ハ
満
期
ト
ス

（
28
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
い
う
イ
タ
リ
ア
刑
法
は
草
案
で
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
は
原
典
を
知
り
得
な
い
。
日
本
で
は
イ
タ
リ
ア
新
刑
法
と
訳
出
さ
れ
た

も
の
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
述
べ
る
条
文
番
号
と
一
致
し
な
い
。
参
照
に
供
さ
れ
た
外
国
法
は
先
に
示
し
た
ド
イ
ツ
の
他
、
次

の
通
り
訳
出
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
各
国
刑
法
類
纂

上
』
三
八
九
〜
四
〇
〇
頁
）。

○
伊
太
利
新
刑
法

五
八
条

一

三
年
以
上
ノ
徒
場
内
駆
役
ノ
刑
、
追
放
ノ
刑
、
禁
獄
ノ
刑
囚
獄
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
其
刑
期
四
分
ノ
三
ヲ
経
過
シ
已
ニ
犯
人
悔
悟
改
心
ノ

証
ヲ
表
ス
ル
ト
キ
ハ
犯
人
ノ
承
知
ノ
上
仮
ニ
出
獄
ヲ
許
ス
コ
ト
ヲ
得
可
シ

二

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ハ
政
府
ノ
監
察
ニ
付
ス

三

若
シ
仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
行
状
悪
ク
又
仮
出
獄
達
書
ヲ
以
テ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
事
ニ
背
戻
ス
ル
時
ハ
仮
出
獄
ヲ
廃
シ
而
シ
テ
先
キ
ニ
言
渡
タ
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ル
刑
ノ
残
期
ヲ
受
ケ
シ
ム

四

仮
出
獄
ハ
犯
人
其
刑
ヲ
受
ル
獄
舎
ノ
規
則
院
ノ
申
立
ニ
ヨ
リ
司
法
内
務
両
卿
ノ
達
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
許
可
シ
又
其
廃
止
ハ
警
察
官
ノ
申
立
ニ
ヨ
リ

両
卿
ノ
達
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
廃
止
ス
警
察
官
ハ
人
民
ノ
安
寧
ニ
関
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
其
出
獄
人
ノ
捕
縛
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
然
レ
ト
モ
之
ヲ

捕
縛
シ
タ
レ
ハ
直
ニ
仮
出
獄
廃
止
ヲ
求
メ
サ
ル
可
ラ
ス

五
九
条

一

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
其
廃
止
ナ
ク
刑
期
ヲ
終
レ
ハ
満
期
ト
ス

二

若
シ
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
ヲ
捕
縛
シ
タ
ル
後
出
獄
廃
止
ヲ
達
シ
タ
レ
ハ
其
出
獄
廃
止
ノ
効
ハ
捕
縛
ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス
可
シ

○
加
利
堡
爾
尼

一
五
九
〇
条

州
囹
ノ
罪
囚
若
シ
能
ク
其
躬
行
ヲ
謹
ミ
且
能
ク
州
官
ノ
命
若
ク
ハ
罪
囚
ヲ
用
役
ス
ル
立
約
者
ノ
指
令
ニ
応
シ
テ
定
規
ノ
労
役
ヲ
果
行

ス
ル
者
ア
レ
ハ
疾
病
ア
ツ
テ
労
役
ヲ
欠
キ
タ
ル
者

ハ
能
ク
果
行
セ
リ
ト
看
做
サ
ス

州
囹
ノ
主
事
部
乃
チ
之
ニ
報
賞
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
其
法
始
メ
テ
拘
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ヨ
リ
二
閲
年
ノ
間
ハ

服
役
慎
謹
ノ
月
毎
ニ
五
日
ヲ
賞
賜
シ
第
三
第
四
年
ニ
ハ
月
毎
ニ
六
日
第
五
第
六
年
ニ
ハ
月
毎
ニ
七
日
第
七
第
八
年
ニ
ハ
月
毎
ニ
八
日
第
九
第
十
年

ニ
ハ
月
毎
ニ
九
日
第
十
一
年
以
上
ハ
月
毎
ニ
十
日
ヲ
報
賞
ス
此
報
賞
ハ
這
様
ノ
謹
慎
服
役
者
ノ
為
メ
ニ
裁
判
ノ
刑
ヲ
減
殺
ス
ル
ノ
恩
賜
ニ
シ
テ
此

日
数
ヲ
合
計
シ
テ
之
ヲ
懲
治
全
期
ノ
日
数
ヨ
リ
扣
除
ス
ル
者
ト
ス

一
五
九
一
条

罪
囚
既
ニ
上
条
ニ
定
着
セ
ル
減
刑
ノ
恩
賜
ヲ
得
タ
ル
モ
爾
後
若
シ
其
服
労
ヲ
不
肯
シ
若
ク
ハ
囹
則
ヲ
干
犯
シ
若
ク
ハ
其
它
ノ
失
行
ヲ

生
ス
ル
ト
キ
ハ
獄
司
若
ク
ハ
駐
在
ノ
主
事
乃
チ
其
意
見
ヲ
以
テ
既
得
ノ
減
刑
若
ク
ハ
其
減
刑
ノ
幾
分
ヲ
没
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
決
定
ス
但
シ
此
決
定
ハ

該
囚
ヨ
リ
主
事
部
ニ
上
申
シ
テ
其
准
定
擯
斥
ヲ
問
フ
コ
ト
ヲ
得
可
シ
該
部
乃
チ
其
次
会
ニ
於
テ
該
囚
ノ
上
申
ヲ
検
査
シ
其
決
定
ヲ
准
許
ス
ル
ト
キ

ハ
没
収
ノ
事
則
チ
確
立
シ
テ
動
カ
ス
是
減
刑
ノ

用
法
ナ
リ
故
ニ
一
タ
ヒ
没
収
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
主
事
部
ノ
命
ア
ル
ニ
非
ス
及
ヒ
時
事
ノ
景
況
ニ
於
テ
之
ヲ
復
回

セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
者
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
決
シ
テ
其
恩
賜
ヲ
復
回
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
凡
此
諸
条
例
ハ
之
ヲ
州
囹
現
在
ノ
罪
囚
ニ
用
ヒ
其
減
法
ニ
至
テ

ハ
当
サ
ニ
紀
元
一
八
六
四
年
四
月
四
日
ヨ
リ
算
ヘ
起
ス
可
シ

一
五
九
二
条

主
事
部
ハ
此
章
ノ
諸
条
例
ヲ
実
地
ニ
施
行
ス
可
キ
緊
要
ノ
規
則
章
程
ヲ
作
リ
報
賞
ト
没
収
ト
ニ
該
ル
可
キ
謹
行
失
行
ノ
等
品
ヲ
設
立

宣
告
シ
テ
以
テ
獄
舎
ノ
箴
規
ヲ
佐
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
又
一
冊
ノ
帳
簿
ヲ
作
テ
罪
囚
ノ
取
得
シ
タ
ル
報
賞
ヲ
各
月
末
ニ
登
記
シ
次
月
ノ
一
日
ニ
於

テ
其
帰
結
ヲ
該
囚
ニ
宣
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
罪
囚
ヲ
用
役
ス
ル
立
約
者
モ
亦
当
サ
ニ
這
様
ノ
記
録
ヲ
蓄
ヘ
テ
之
ニ
其
用
役
ス
ル
所
ノ
罪
囚
ノ
行
状

ヲ
登
記
シ
各
月
末
ニ
之
ヲ
主
事
部
ノ
監
閲
ニ
供
シ
該
部
ヲ
シ
テ
其
賞
罰
ヲ
決
定
ス
ル
ノ
参
考
ニ
備
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
可
シ

一
五
九
三
条

主
事
部
ハ
月
末
毎
ニ
本
州
ノ
知
事
ニ
此
章
ノ
恩
賜
ノ
為
メ
ニ
将
サ
ニ
満
限
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
ル
一
切
ノ
罪
囚
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

此
報
告
書
ニ
ハ
当
サ
ニ
該
囚
ノ
宣
告
セ
ラ
レ
タ
ル
拘
限
就
囹
ノ
日
子
報
告
時
迄
ニ
報
賞
セ
ラ
レ
タ
ル
総
日
数
及
ヒ
宣
令
満
限
ノ
日
子
ヲ
記
載
ス
可
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シ
知
州
事
是
ニ
於
テ
該
囚
宣
令
ノ
拘
限
ヨ
リ
其
准
許
報
賞
セ
ラ
レ
タ
ル
日
数
ヲ
扣
除
シ
其
満
期
ニ
至
ル
ヲ
見
ル
ト
キ
ハ
乃
チ
手
筆
ノ
命
令
書
ヲ
作

リ
之
ヲ
該
囹
ノ
獄
司
ニ
発
シ
テ
之
ヲ
釈
放
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
但
シ
其
釈
放
ノ
法
式
及
ヒ
民
権
ヲ
復
ス
ル
ト
否
ト
ニ
至
テ
ハ
都
テ
知
事
ノ
意
見

酌
量
ヲ
以
テ
其
適
当
ト
ス
ル
所
ニ
従
フ

一
五
九
四
条

主
事
部
ハ
紀
元
一
八
六
四
年
四
月
四
日
以
前
ノ
十
二
閲
月
中
ニ
謹
行
勉
強
セ
ル
罪
囚
ヲ
察
シ
テ
之
ニ
一
五
九
〇
条
ノ
報
賞
三
十
日
以

下
ヲ
准
許
登
記
シ
此
日
数
ヲ
其
宣
令
セ
ラ
レ
タ
ル
拘
限
ヨ
リ
扣
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

一
五
九
五
条

主
事
部
若
シ
州
囹
ノ
罪
囚
中
ニ
能
ク
其
行
状
ヲ
謹
ミ
若
ク
ハ
非
常
ノ
拘
限
ヲ
宣
令
セ
ラ
レ
若
ク
ハ
其
它
各
種
ノ
原
故
ア
ル
者
ヲ
見
テ

原
免
放
遣
ス
可
キ
者
ニ
係
ル
ト
看
守
ス
ル
ト
キ
ハ
議
事
院
ノ
常
開
会
毎
ニ
之
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
議
員
是
ニ
於
テ
若
シ
両
院
ノ
多
数
ヲ
以
テ

知
州
事
ニ
該
囚
ノ
全
員
若
ク
ハ
幾
員
ヲ
原
免
セ
ン
コ
ト
ヲ
吩
咐
ス
ル
ト
キ
ハ
知
事
即
チ
其
吩
附
ス
ル
所
ノ
罪
囚
ヲ
原
免
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ

○
英
吉
利
英
法
小
言

三
二
〇
条

内
国
事
務
卿
ヨ
リ
禁
獄
流
役
ノ
罪
人
ニ
免
状
ヲ
与
ヘ
相
応
ノ
約
束
ヲ
言
付
ケ
テ
之
ヲ
放
免
ス
ル
コ
ト
ア
リ
此
放
免
状
ハ
卿
ノ
見
込
ニ
依

テ
之
ヲ
取
返
シ
若
ク
ハ
之
ヲ
改
変
ス
ル
コ
ト
勝
手
次
第
ナ
レ
ハ
其
放
免
セ
ラ
レ
タ
ル
者
若
シ
別
ニ
罪
科
ヲ
犯
シ
若
ク
ハ
羅
卒
長
ニ
毎
月
一
度
宛
其

住
所
ヲ
申
出
ル
コ
ト
ヲ
怠
リ
若
ク
ハ
転
居
シ
テ
之
ヲ
言
ヒ
出
サ
ル
ト
キ
ハ
内
国
事
務
卿
即
チ
其
放
免
状
ヲ
取
上
ケ
其
人
ヲ
原
ト
ノ
獄
ニ
復
送
ス
ル

コ
ト
ナ
リ

（
29
）
前
掲
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記

第
Ⅳ
分
冊
』
三
一
一
〇
頁
。

（
30
）
刑
法
草
案
審
査
局
に
つ
い
て
は
、
浅
古
弘
「
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」（
早
稲
田
法
学
五
七
巻
三
号
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
。

（
31
）
同
条
本
文
は
、
民
法
施
行
法
一
四
条
（
明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
一
日
法
律
第
一
一
号
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
・
杉
山
晴
康
・
𠮷
井
蒼
生
夫
・
浅
古
弘
・
藤
田
正
『
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
』（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
叢

書
一
四
号
、
一
九
八
四
年
）
二
〇
七
頁
。

（
33
）
前
掲
『
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案
』
一
一
・
二
九
・
五
一
頁
。

（
34
）
松
田
信
男
「
法
典
編
纂
関
係
資
料
目
録
並
解
題
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
二
号
、
一
九
六
〇
年
）
八
六
頁
。
史
料
の
画
像
デ
ー
タ
は
早
稲
田
大

学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
し
た
。

（
35
）
前
掲
松
田
「
法
典
編
纂
関
係
資
料
目
録
並
解
題
」
八
五
頁
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
。

（
36
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
『
刑
法
草
案
註
釈

上
』（
司
法
省
、
一
八
八
六
年
）
二
六
八
頁
。

（
37
）
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
山
火
正
則
「
元
老
院
改
正
儀
・
刑
法
改
正
意
見
・
西
欧
刑
法
学
者
論
評
」（
内
田
文
昭
・
山
火
正
則
・
𠮷
井
蒼

生
夫
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
１
）
―
Ⅰ
』
信
山
社
、
一
九
九
九
年
所
収
）
を
参
照
。
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（
38
）
青
木
人
志
「
ハ
メ
ル
の
見
た
旧
刑
法
」（
一
橋
論
叢
一
一
七
巻
一
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
39
）
前
掲
青
木
「
ハ
メ
ル
の
見
た
旧
刑
法
」
一
三
三
頁
。

（
40
）
ベ
ル
ネ
ル
氏
「
日
本
刑
法
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」（
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
１
）
―
Ⅰ
』
所
収
、
四
八
〇
頁
）。
本
意
見
書
は
明
治
十
九
年
に

宮
島
鈴
吉
が
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
原
語
の
意
見
書
が
司
法
省
に
提
出
さ
れ
た
の
は
旧
刑
法
施
行
前
の
こ
と
で
あ
る
。

（
41
）
ル
ー
ド
ル
フ
氏
「
日
本
刑
法
意
見
書
」（
前
掲
『
刑
法
〔
明
治
四
十
年
〕（
１
）
―
Ⅰ
』
所
収
、
五
〇
二
頁
）。

（
42
）
た
と
え
ば
前
掲
新
井
「
旧
刑
法
の
編
纂
（
一
）」
六
七
頁
。
な
お
、
岡
田
朝
太
郎
は
旧
刑
法
の
仮
出
獄
規
定
の
起
源
を
明
治
五
年
監
獄
則
懲
役
八
条

に
求
め
、
感
化
主
義
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
（
前
掲
平
松
「
近
代
的
自
由
刑
の
展
開
」
八
頁
）。
法
継
受
の
評
価
は
観
察
の
方
法
に
よ
っ

て
異
な
る
だ
ろ
う
。

（
43
）
前
掲
司
法
省
調
査
課
「
仮
釈
放
」
一
二
頁
。
な
お
、
当
時
、
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
仮
出
獄
執
行
命
令
に
つ
き
、「
普
国
仮
出
獄
施
行
法
」（
小
野
田

元
熈
『
泰
西
監
獄
問
答
録
』
警
視
庁
、
一
八
八
九
年
所
収
）
が
あ
る
。

（
44
）
前
掲
司
法
省
調
査
課
「
仮
釈
放
」
二
一
頁
お
よ
び
前
掲
小
川
『
自
由
刑
の
展
開
』
一
二
三
頁
。

（
45
）
前
掲
小
澤
「
行
刑
の
近
代
化
」
一
四
四
頁
以
下
。

（
46
）
明
治
三
十
八
年
二
月
十
日
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
、
三
頁
。
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

（
47
）
監
視
に
つ
い
て
は
、
前
掲
宮
城
『
刑
法
正
義

上
』
三
五
五
頁
以
下
、
前
掲
小
川
『
自
由
刑
の
展
開
』
一
二
七
頁
以
下
お
よ
び
須
々
木
主
一
「『
わ

が
国
の
近
代
化
に
及
ぼ
し
た
外
国
法
の
影
響
』
と
刑
事
政
策

―
共
同
研
究
に
対
す
る
反
省
と
し
て

―
」（
比
較
法
学
七
巻
二
号
、
一
九
七
二
年
）

七
四
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

な
お
、
制
度
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
重
罪
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
宣
告
す
る
こ
と
な
く
、
本
刑
の
短
期
三
分
の
一
の
期
間
監
視
に
付

さ
れ
る
（
旧
刑
法
三
七
条
）。
す
な
わ
ち
、
有
期
徒
刑
は
四
年
、
重
懲
役
は
三
年
、
軽
懲
役
は
二
年
の
監
視
が
附
加
さ
れ
る
。
軽
罪
の
刑
に
対
し
て
は

裁
判
官
に
よ
る
宣
告
を
要
し
、
ま
た
、
監
視
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
軽
罪
は
法
定
さ
れ
て
い
る
（
同
三
八
条
）。
重
罪
犯
人
は
最
も
大
に
道
徳
を
破
り
、

社
会
を
害
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
罪
種
を
区
別
せ
ず
す
べ
て
に
監
視
が
付
さ
れ
る
。
軽
罪
は
そ
の
「
罪
度
」
が
至
っ
て
軽
く
、
罪
種
に
よ
っ
て
は
監

視
に
付
す
必
要
が
無
い
も
の
が
あ
り
、
裁
量
的
に
付
さ
れ
る
。

旧
刑
法
三
四
条
は
、監
視
期
間
に
公
権
が
停
止
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
。
重
罪
は
終
身
公
権
が
剥
奪
さ
れ
る
が
、軽
罪
の
刑
に
監
視
を
付
加
さ
れ
た
者
は
、

監
視
の
期
間
、
公
権
が
停
止
さ
れ
る
（
同
条
一
項
）。
主
刑
が
免
除
さ
れ
監
視
を
付
加
さ
れ
た
者
も
同
様
で
あ
る
（
同
条
二
項
）。
公
権
と
は
、
国
民

の
特
権
（
選
挙
権
・
被
選
挙
権
、
代
言
人
と
な
る
権
利
等
）、
官
吏
と
な
る
権
利
、
勲
章
・
年
金
・
位
記
・
貴
号
・
恩
給
を
有
す
る
権
利
、
外
国
の
勲

章
を
佩
用
す
る
権
利
、
兵
籍
に
入
る
権
利
、
証
人
と
な
る
権
利
、
後
見
人
と
な
る
権
利
、
破
産
管
財
人
・
会
社
ま
た
は
共
有
財
産
を
管
理
す
る
権
利
、
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学
校
長
・
教
師
学
監
と
な
る
権
利
（
同
三
一
条
）
で
あ
る
。
監
視
中
に
公
権
行
使
を
許
せ
ば
、
犯
罪
者
の
行
動
を
制
し
て
再
犯
予
防
す
る
と
い
う
監

視
の
効
果
が
無
く
な
る
た
め
で
あ
る
。

死
刑
ま
た
は
無
期
刑
の
時
効
が
完
成
し
た
場
合
は
、
宣
告
す
る
こ
と
な
く
、
五
年
間
監
視
に
付
さ
れ
る
（
同
三
九
条
）。
そ
も
そ
も
、
死
刑
お
よ
び
無

期
刑
（
恩
赦
に
よ
ら
な
い
限
り
終
身
）
は
監
視
不
要
で
あ
る
が
、
脱
獄
等
で
刑
の
時
効
が
完
成
し
執
行
が
免
除
さ
れ
た
場
合
、
五
年
間
監
視
に
付
さ

れ
る
。
刑
の
時
効
の
精
神
か
ら
同
条
を
疑
問
視
す
る
考
え
方
も
あ
っ
た
。

起
算
日
に
つ
い
て
、
監
視
は
主
刑
の
終
わ
っ
た
日
か
ら
起
算
す
る
。
刑
の
時
効
を
得
た
場
合
は
、
確
保
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
す
る
（
同
四
〇
条
一
項
）。

主
刑
を
免
除
し
て
監
視
に
付
す
場
合
は
、
裁
判
が
確
定
し
た
日
か
ら
起
算
す
る
（
同
条
二
項
）。

監
視
を
付
加
さ
れ
た
者
は
、
情
状
に
よ
り
行
政
処
分
で
、
仮
に
監
視
を
免
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
四
一
条
、
附
則
三
六
条
）。
ま
た
、
監
視
に
は
刑

の
時
効
が
な
く
（
旧
刑
法
六
〇
条
一
項
）、
令
状
無
し
で
家
宅
へ
の
立
入
り
が
で
き
る
と
さ
れ
た
（
附
則
二
八
条
）。

（
48
）
旧
刑
法
附
則
（
明
治
十
四
年
十
二
月
十
九
日
太
政
官
第
六
七
号
布
告
）
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
章

監
視

二
一
条

監
視
ハ
主
刑
ノ
終
リ
タ
ル
後
仍
ホ
将
来
ヲ
検
束
ス
ル
為
メ
警
察
官
吏
ヲ
シ
テ
犯
人
ノ
行
状
ヲ
監
視
セ
シ
ム
ル
者
ト
ス

二
二
条

監
視
ニ
付
ス
可
キ
者
ハ
予
メ
其
住
所
ヲ
定
メ
シ
メ
主
刑
ノ
終
リ
タ
ル
時
典
獄
ヨ
リ
犯
人
ヲ
其
住
居
ノ
地
ノ
警
察
所
ニ
護
送
シ
監
視
ヲ
執
行

セ
シ
ム
但
主
刑
ノ
期
満
免
除
ヲ
得
タ
ル
者
又
ハ
主
刑
ヲ
免
シ
止
タ
監
視
ニ
付
ス
ル
者
ハ
其
裁
判
所
ノ
検
察
官
ヨ
リ
警
察
所
ニ
護
送
ス
可
シ

二
三
条

犯
人
ヲ
警
察
所
ニ
護
送
ス
ル
時
ハ
其
監
視
ノ
起
算
満
期
ヲ
記
載
シ
タ
ル
文
書
及
ヒ
刑
名
宣
告
書
ノ
謄
本
ヲ
附
ス
可
シ

二
四
条

犯
人
ノ
住
居
地
遠
地
ニ
在
テ
一
日
程
ヲ
過
ク
ル
者
ハ
典
獄
若
ク
ハ
検
察
官
ヨ
リ
先
ツ
最
近
ノ
警
察
所
ニ
護
送
シ
其
警
察
所
ヨ
リ
住
居
ノ
地

ノ
警
察
所
ニ
送
致
ス
可
シ

二
五
条

警
察
所
ヨ
リ
犯
人
ヲ
住
居
ノ
地
ノ
警
察
所
ニ
送
致
ス
ル
時
ハ
其
里
程
ヲ
計
リ
日
数
ヲ
限
定
シ
テ
旅
券
ヲ
付
与
シ
犯
人
到
着
ノ
日
直
チ
ニ
之

ヲ
其
地
ノ
警
察
所
ニ
差
出
サ
シ
ム
但
途
中
事
故
ア
リ
テ
淹
滞
シ
タ
ル
時
ハ
第
三
一
条
ノ
例
ニ
従
フ
可
シ

犯
人
ヲ
送
致
ス
ル
時
ハ
第
二
三
条
ニ
記
載
シ
タ
ル
書
類
ヲ
其
地
ノ
警
察
所
ニ
逓
送
ス
可
シ

二
六
条

犯
人
住
居
ノ
地
ノ
警
察
所
ニ
於
テ
ハ
監
視
ノ
期
限
間
遵
守
ス
可
キ
条
件
ヲ
読
聞
カ
セ
監
視
ノ
票
ヲ
下
付
ス
可
シ

二
七
条

監
視
ニ
付
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
其
期
限
間
左
ノ
条
件
ヲ
遵
守
ス
可
シ

一

毎
月
二
度
所
轄
ノ
警
察
所
ニ
到
リ
其
謹
慎
ナ
ル
コ
ト
ヲ
表
シ
監
視
ノ
票
ヲ
出
シ
官
吏
ノ
認
印
ヲ
受
ク
可
シ
但
疾
病
又
ハ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル

事
故
ア
リ
テ
警
察
所
ニ
到
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
時
ハ
其
事
由
ヲ
届
出
ツ
可
シ

二

酒
宴
遊
興
ノ
席
ニ
会
シ
又
ハ
群
集
ノ
場
所
ニ
参
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
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三

事
故
ア
リ
テ
其
住
居
ヲ
転
移
セ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
警
察
所
ニ
申
請
シ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ

四

擅
ニ
他
ノ
地
方
ニ
旅
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
若
シ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
故
ア
ル
時
ハ
其
事
由
ヲ
警
察
所
ニ
具
申
シ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ

二
八
条

監
視
ノ
期
限
間
ハ
警
察
官
吏
時
宜
ニ
因
リ
其
家
宅
ニ
臨
検
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ

二
九
条

警
察
所
ニ
於
テ
住
居
ヲ
転
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
可
シ
タ
ル
時
ハ
其
事
由
ヲ
転
住
ノ
地
ノ
警
察
所
ニ
通
知
シ
第
二
十
三
条
ニ
記
載
シ
タ
ル
書
類
ヲ

逓
送
ス
可
シ

三
〇
条

他
ノ
地
方
ニ
旅
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
可
シ
タ
ル
時
ハ
其
里
程
ヲ
計
リ
先
方
ノ
地
ニ
滞
留
ス
ル
時
日
ヲ
算
シ
往
復
日
数
ヲ
限
定
シ
テ
旅
券
ヲ
付

与
ス
可
シ

犯
人
先
方
ノ
地
ニ
到
レ
ハ
其
地
ノ
警
察
所
ニ
出
テ
旅
券
ヲ
示
シ
官
吏
ノ
認
印
ヲ
受
ケ
限
定
ノ
日
数
内
ニ
帰
来
リ
直
チ
ニ
旅
券
ヲ
警
察
所
ニ
還
納
ス

可
シ

三
一
条

旅
行
中
天
災
又
ハ
疾
病
等
ニ
因
リ
臨
時
淹
滞
シ
タ
ル
時
ハ
事
由
ヲ
其
地
ノ
警
察
所
ニ
具
申
シ
官
吏
ノ
証
書
ヲ
受
ケ
帰
着
ノ
日
旅
券
ニ
添
ヘ

警
察
所
ニ
差
出
ス
可
シ

三
二
条

監
視
ニ
付
ス
ル
者
住
居
ナ
ク
及
ヒ
引
取
人
ナ
キ
時
ハ
其
期
限
間
監
獄
中
ノ
別
房
ニ
留
置
シ
工
業
ヲ
為
サ
シ
メ
又
ハ
使
役
ニ
供
ス
住
居
遠
地

ニ
在
テ
帰
着
ス
ル
資
力
ナ
キ
者
亦
同
シ

三
三
条

監
獄
中
ノ
別
房
ニ
留
置
シ
タ
ル
者
限
内
引
取
人
ヲ
得
又
ハ
住
居
ノ
地
ニ
帰
着
ス
ル
資
力
ヲ
得
タ
ル
時
ハ
其
地
ニ
送
致
シ
テ
残
期
ノ
監
視
ヲ

執
行
セ
シ
ム
可
シ

三
四
条

刑
期
限
内
再
ヒ
罪
ヲ
犯
シ
初
犯
再
犯
共
ニ
監
視
ニ
付
ス
可
キ
時
又
ハ
監
視
ノ
期
限
間
再
ヒ
罪
ヲ
犯
シ
更
ニ
監
視
ニ
付
ス
可
キ
時
ハ
並
ニ
主

刑
満
限
ノ
後
前
後
ノ
期
限
ヲ
通
算
シ
テ
監
視
ヲ
執
行
ス
可
シ

三
五
条

罰
金
ヲ
禁
錮
ニ
換
ヘ
タ
ル
者
監
視
ニ
付
ス
可
キ
時
ハ
其
禁
錮
ノ
日
数
ヲ
監
視
ノ
期
限
ニ
算
入
ス
可
シ

三
六
条

監
視
ニ
付
セ
ラ
レ
タ
ル
者
其
規
則
ヲ
謹
守
シ
悛
改
ノ
状
ア
ル
時
ハ
警
察
官
ヨ
リ
其
事
実
ヲ
上
申
シ
内
務
司
法
両
卿
ノ
命
ヲ
受
ケ
テ
仮
ニ
監

視
ヲ
免
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

三
七
条

仮
ニ
監
視
ヲ
免
セ
ラ
レ
タ
ル
者
住
居
ヲ
転
移
ス
ル
時
ハ
第
二
七
条
第
三
及
ヒ
第
二
九
条
ノ
例
ニ
従
フ
可
シ

第
三
章

仮
出
獄
及
ヒ
特
別
監
視

三
八
条

仮
出
獄
ヲ
許
ス
可
キ
者
ア
ル
時
ハ
典
獄
ヨ
リ
其
犯
人
ノ
行
状
及
ヒ
刑
名
入
獄
ノ
年
月
ヲ
記
載
シ
仮
ニ
出
獄
ヲ
許
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
内
務
司
法

両
卿
ニ
上
申
シ
テ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ

三
九
条

仮
出
獄
ヲ
許
シ
タ
ル
時
ハ
典
獄
ヨ
リ
其
証
票
ヲ
犯
人
ニ
下
付
ス
可
シ
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四
〇
条

仮
出
獄
証
票
ニ
ハ
左
ノ
条
件
ヲ
記
載
ス
可
シ

一

本
人
ノ
属
籍
氏
名
年
齢
住
所
罪
名
刑
名
及
ヒ
処
刑
ノ
年
月
日

二

残
期
何
年
何
月
何
日
間
仮
出
獄
ヲ
許
ス
事

三

仮
出
獄
中
ハ
特
別
監
視
ニ
付
ス
可
キ
事

四

仮
出
獄
中
更
ニ
重
軽
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
時
ハ
直
チ
ニ
出
獄
ヲ
停
止
シ
出
獄
中
ノ
日
数
ヲ
刑
期
ニ
算
入
セ
サ
ル
事

四
一
条

重
罪
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
仮
出
獄
中
自
ラ
財
産
ヲ
治
メ
若
ク
ハ
職
業
ヲ
営
マ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
警
察
所
ニ
申
請
シ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ

四
二
条

仮
出
獄
ヲ
許
ス
可
キ
者
ハ
予
メ
其
住
所
ヲ
定
メ
シ
メ
出
獄
ノ
日
典
獄
ヨ
リ
其
証
票
ノ
謄
本
ヲ
添
ヘ
犯
人
ヲ
其
住
居
ノ
地
ノ
警
察
所
ニ
護
送

シ
特
別
監
視
ヲ
執
行
セ
シ
ム
可
シ

四
三
条

特
別
監
視
ニ
付
ス
ル
者
ハ
第
二
三
条
第
二
四
条
第
二
五
条
第
二
六
条
第
二
九
条
第
三
一
条
ノ
例
ヲ
適
用
ス

四
四
条

特
別
監
視
ニ
付
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
其
期
限
間
左
ノ
条
件
ヲ
遵
守
ス
可
シ

一

毎
週
間
一
度
所
轄
ノ
警
察
所
ニ
到
リ
其
謹
慎
ナ
ル
コ
ト
ヲ
表
シ
監
視
ノ
票
ヲ
出
シ
官
吏
ノ
認
印
ヲ
受
ク
可
シ
但
疾
病
又
ハ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ

ル
事
故
ア
リ
テ
警
察
所
ニ
到
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
時
ハ
其
事
由
ヲ
届
出
ツ
可
シ

二

酒
宴
遊
興
ノ
席
ニ
会
シ
又
ハ
群
集
ノ
場
所
ニ
参
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

三

事
故
ア
リ
テ
住
居
ヲ
転
移
セ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
警
察
所
ニ
申
請
シ
許
可
ヲ
受
ク
可
シ
但
他
ノ
府
県
ニ
転
移
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

四

往
復
一
日
程
ヲ
過
ク
ル
地
ニ
旅
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

四
五
条

特
別
監
視
ノ
期
限
間
ハ
警
察
官
吏
時
宜
ニ
因
リ
其
家
宅
ニ
臨
検
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ

四
六
条

仮
出
獄
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
刑
期
満
限
ノ
日
ニ
至
レ
ハ
仮
出
獄
証
票
ヲ
警
察
所
ニ
還
納
シ
警
察
所
ヨ
リ
証
票
ヲ
出
シ
タ
ル
典
獄
ニ
逓
送
ス
可

シ主
刑
満
限
ノ
後
監
視
ニ
付
ス
可
キ
犯
人
ナ
ル
時
ハ
警
察
所
ニ
於
テ
第
二
章
ノ
例
ニ
従
テ
処
分
ス
可
シ

四
七
条

仮
出
獄
ヲ
許
ス
可
キ
者
住
所
ナ
ク
及
ヒ
引
取
人
ナ
キ
時
ハ
第
三
二
条
ノ
例
ニ
従
ヒ
監
獄
中
ノ
別
房
ニ
留
置
ス
可
シ

な
お
、
右
は
明
治
十
五
年
八
月
十
二
日
太
政
官
第
四
二
号
布
告
に
よ
り
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）
こ
の
分
類
は
、
岡
田
朝
太
郎
『
日
本
刑
法
論
』（
訂
正
増
補
再
版
、
有
斐
閣
書
房
、
一
八
九
五
年
）
四
八
二
頁
以
下
に
拠
る
。

（
50
）
小
石
川
警
察
署
編
『
警
察
要
務
』（
小
石
川
警
察
署
、
一
八
八
九
年
）
二
八
頁
に
は
、
明
治
十
七
年
七
月
三
三
六
〇
号
内
訓
に
よ
り
監
視
認
印
を
警

察
署
か
ら
交
番
所
・
郡
役
所
・
戸
長
役
場
へ
委
任
ま
た
は
嘱
託
が
で
き
た
旨
の
記
述
が
み
え
る
。

（
51
）
た
だ
し
、
疾
病
ま
た
は
事
故
に
よ
り
警
察
署
に
出
頭
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
由
の
届
け
出
を
要
す
る
。
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（
52
）『
仙
台
軽
罪
裁
判
所
判
決
録
第
一
号
』（
晩
翠
堂
蔵
版
、
一
八
八
五
年
）
八
二
頁
以
下
。

（
53
）
こ
の
点
に
つ
き
、
三
井
誠
「
検
察
官
の
起
訴
猶
予
裁
量
（
一
）」（
法
学
協
会
雑
誌
八
七
巻
九
・
一
〇
号
、
一
九
七
〇
年
）
九
一
二
頁
以
下
。

（
54
）
大
審
院
判
決
明
治
三
十
三
年
三
月
九
日
大
審
院
刑
事
判
決
録
六
輯
三
巻
三
二
頁
。

（
55
）
片
道
四
里
の
こ
と
で
あ
る
（
明
治
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
警
視
庁
第
七
九
号
達
）。

（
56
）
司
法
部
内
同
盟
編
纂
『
刑
法
訓
令
類
纂
並
附
則
』（
同
盟
印
刷
、
一
八
八
四
年
）
三
七
九
頁
。
な
お
、
前
掲
書
に
は
類
似
の
内
容
を
含
む
静
岡
県
お

よ
び
岡
山
県
伺
に
対
す
る
指
令
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
内
訓
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
岩
谷
十
郎
『
明
治
日
本
の
法
解
釈
と
法
律
家
』（
慶
應
義
塾
大
学

法
学
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
一
四
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
57
）
岡
田
朝
太
郎
『
日
本
刑
法
論

各
論
之
部
』（
有
斐
閣
書
房
、
一
八
九
五
年
）
二
二
二
頁
。

（
58
）
前
掲
岡
田
『
日
本
刑
法
論
』（
訂
正
増
補
再
版
）
四
八
六
頁
。

（
59
）
前
掲
『
刑
法
訓
令
類
纂
並
附
則
』
一
九
〇
頁
。

（
60
）
安
形
静
男
「
別
房
留
置
制
度
の
廃
止
―
―
保
護
事
業
の
生
成
と
監
獄
の
進
化
―
―
」（
犯
罪
と
非
行
九
八
号
、
一
九
九
三
年
）
一
三
五
頁
以
下
。

（
61
）
前
掲
安
形
「
別
房
留
置
制
度
の
廃
止
」
一
五
一
頁
。

（
62
）
前
掲
『
刑
法
訓
令
類
纂
並
附
則
』
三
八
一
・
三
八
二
頁
。


